
高等学校

平 成13年 度

教 育 研 究 員 研 究 報 告 書

農 業 ・工 業 ・商 業

東京 都 教職三 研 修 セ ンター



平成13年 度

教 育 研 究 員 名 簿

農業 ・工業 ・商業部会

学 校 名 氏 名

都 立 農 産 高 等 学 校 江 森 忍

都 立 瑞 穂 農 芸 高 等 学 校 内 藤 知 子

都 立小石 川 工業高等 学校 橘 田 進

都 立世 田谷 工業高等 学校 原 口 和 也

都 立 杉 並 工 業 高 等 学 校 小 口 昭 仁

都 立 蔵 前 工 業 高 等 学 校 池 上 信 幸

都 立 向 島 工 業 高 等 学 校 石 井 英 之

都 立 田 無 工 業 高 等 学 校 渡 邉 隆

都 立 赤 坂 高 等 学 校 神 藤 伊佐男

都 立 桜 水 商 業 高 等 学 校 岡 本 玲

都 立 第 四 商 業 高 等 学 校 久 喜 義 之

都 立 赤 羽 商 業 高 等 学 校 池 田 宏 史

都 立 台 東 商 業 高 等 学 校 斉 間 英

担 当

東京都教職員研修センター 指導主事 林 修



新教育課程における専門高校の教育の在 り方

一 課題研究をとおして探る 一

目 次

は じめに 2

1

1

2

3

4

研究の趣旨

新教育課程の指針

専門高校 にお ける課題研 究の位置付 け

「課題研究」につ いて研 究す る趣 旨

専門学科間の連携

3

3

4

4

皿 現状の分析

1

2

3

4

5

ア ン ケー トの 目的

アンケー トの回収状況

アンケー トの内容

アンケー トの結果

アンケー トの分析

「◎

「
0

ρ0

8

21

皿

1

2

3

4

分析 を踏ま えた研究

科 目f課 題研究」設置の経緯 について

課題研究の現状

今後の在り方

本部会における課題研究の提案

Q
ゾ

Q
り

1

4

1

1

9
9

2

N事 例研究

1

2

3

4

5

6

各学校の動きと担当教員間の連携

事例研究(案) 一農 業 ・工 業 ・商 業 一

授業実践報告 一農 業一

授業実践報告 一工業一

授業実践報告 一商業一

まとめ と今後の課題

「0

7

3

0

3

7

ウ
9

9
臼

6δ

4

4

4

おわ りに 48

1



は じめに

日本 の高度成長 を支 えた専門高校(職 業高校)は 、後期 中等教育に位置付け られ た先進諸 国

において、希有の存在である。オイル シ ョックまでその果 た した役割 は大 きく、社会的に も存

在感 のあるものであった。生活水準 の向上や 日本人特有の高学歴志 向によ り、高等教育への進

学率が高まるとともに、実学 を中心 とした専門高校 の地盤沈 下が進行 していった。 しか も、経

済社会 の変化 に伴 って職種 が複雑 にな ると、特定の専門知識や技術 だけではな く、幅広い分野

の知識が求め られ、専門教科の乖離が 目に付 くよ うになってきた。

昭和60年 の理科教育及び産業教育審議会(理 産審)の 答 申では、 「高等学校 にお ける今後 の

職業教育の在 り方」 について、 「生徒の進路 も多様化 し、工業に関す る学科 の卒業者がその技

術的知識な どを活用 して製 品を販売等に従事 した り、農業 に関す る学科の卒業者 が農業に従事

しなが ら地域 の企業 に就職 した りす る場合が多 くなってきている。」、 「生徒 の多様な実態 に

応 じて個々の生徒 の関心や進路希望等 に即 した教育活動を一層適切 に進 めてい くために、た と

えば課題研 究のよ うな新 しいものを設 ける必要がある。」 と提言 している。

これ を受けて平成元年告示の高等学校 学習指導要領に新設 された科 目 「課題研究」は、その

後の専門高校 の教育課程 に完全に定着 し大 きな成果 をあげてい ると私た ちは考 え、これか らの

専門教育 を考えてい く上で、 「課題研究」 はさらに開発すべ き科 目で あるとい う認識に立ち、

次の二つ について調査 ・研究 を進 めてい くことに した。

a.「 課題研 究」の現状 について

本部会が農 業、工業、商業 の三部会が統合 されて二年 目と歴史的に浅 く、一っ のテーブル で

の研 究を進 めるには、多 くの障害が存在 した。 そ こで共通理解 と今後の展望を図 るために、全

都立専門高校 に 「課題研 究」 に関す るアンケー ト調査 を行 い、資料 を収集 した。

b.「 課題研 究」 と 「総合的な学習の時間」の関係について

アンケー ト調 査の結果 を踏 まえ、現時点で各都立専門高校が考えてい る新 しい教育課程 につ

いて調査 ・検討 を行 った。 また、本部会が考 える農業 ・工業 ・商業の専門教育 を生かす教育課

程の科 目と して、特 に 「課題研 究」に焦点を当て、事例研究 を含 めて研究 した。

ここ数年にお ける国際化 と情報化の進歩 には 目を見張るものがあ り、21世 紀 はさ らに これ ら

が加速化 し、価値観の多様化 も予想 され る。 これ か らの社会の中で柔軟に対応 し生 きてい くた

めにも、生徒 の 自己教育力 を今まで以上に育てる必要がある。

「課題研 究」 は 自ら学ぶ 目標 を定め、主体的な学習の仕方 を身 に付 けさせ るとともに、体験

的な学習や 問題解決の体験 を通 じて、学ぶ ことの大切 さや問題解決の達成感 を味わ うことが可

能な科 目である。高度に組織 された産業現場において も、それぞれの職務 に応 じて解 決 しなけ

ればな らない問題 は横たわってお り、 これ らを解決す るとともに新 しい課題 に対 して主体的 に

向かい合 う態度 が、21世 紀 を生きる上では重要であると考 える。

新 しい教育課程で は、従来にも増 して 自ら学び 、自ら考 える力の育成 が重視 され、専門高校

にお いて 「課題研究」の果 たす役割には非常に大きな ものがあ り、その教育活動の中心に据 え

るべ きであ る、 と本部会は考 える。
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1研 究 の趣 旨

1新 教育課程の指針

平成15年 度 か らスター トす る新学習指導要領 では、各学校 が 「ゆ とり」の中で 「特色あ る教

育」 を展 開 し、豊かな人間性や基礎 ・基本 を身に付け させ、個性 を生か し、 自ら学び 自ら考え

る力な どの 「生 きる力」 を培 うことを考 えた教育課程 の編成 が求め られている。

「生 きる力」 を備 えた人間 を育成す るために、各学校 ともその教育方法 を熟慮 して、有意義

な教育課程 を編成 してい く必要がある。

また新 しい教育課程 においては、 「① いかに社会が変化 しよ うと、 自分で課題 を見っけ、 自

ら学び、 自ら考 え、 自ら主体的に判断 し、行動 し、よ りよく問題 を解決す る資質や能力、② 自

らを律 しつつ 、他人 とともに協調 し、他人 を思いや る心 、生命や人権 を尊重す る心、感 動す る

心な ど、豊 かな人間性 、③た くま しく生きるための健康や体力 を育てること。 」等 をね らい と

した 「総合的な学習の時間」が創設 された。

2専 門高校 における課題研究の位置付け

都 立の専門高校 においても、 「生 きるカ」 を備 えた人 間の育成 を目的 とした、新 しい教育課

程 を編成する とともに、専門科 目の特性 を生か した教育を行ってい くことで、その 目的を達成

させてい く必要が ある。

農業高校 ・工業高校 ・商業高校 などの各専門高校では、それぞれ専門の技術や能力 を習得 さ

せ ることに よって、心豊 かで社会性 を備 えた人間を育成す ることが、その重要な責務である と

考える。 このよ うな人間を育成す るためには、様々な専門科 目を学び習得 させ ていくことが必

要ではあるが、その習得 した専門の技術や能力を生か して、 自らが総合的に判断 して活 用でき

る能力 を身に付 けることは、 よ り一層重要な ことである。その能力を習得 させ るた めに、専門

高校 の教育課程では 「課題研 究」が期待 されている。

平成15年 度 か らの新教育課程 にお ける 「課題研究Jは 、 「その専門に関す る課題 を設 定 し、

その課題 の解決 を図 る学習 を通 して、専門的な知識 と技術の深化、総合化 を図 るとともに、問

題解決の能力や 自発 的、創造的な学習態度 を育てること。」を、その 目標 として掲げている。

これは、 「課題研究」 とい う科 目が、習得 した専門的 な能力や技術 を、 さらに総体的に活用

す ることができる能力 を養 う上で、特に重要な科 目であるとい う位 置付 けがな されてい ると考

えることができる。

観学習指導要領1匿 学習指導要領

農業(1)調 査 、研究、実験

(2)作 品製作

(3)産 業現場等にお ける実習

(4)職 業資格の取得

⇒

(1)調 査、研究、実験

(2)作 品製作

(3)産 業現場等にお ける実習

(4)職 業資格 の取得

(5)学 校農業 クラブ活動
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工業(1)作 品製作

(2)調 査、研究

(3)実 験

(4)産 業現場等 における実習

(5)職 業資格の取得

商業(1)調 査 、実験、研究

(2)作 品製作

(3)産 業現場等にお ける実習

(4)職 業資格 の取得

(1)作 品製作

(2)調 査、研 究、実験

⇒(3)産 業現場等 にお ける実習

(4)職 業資格 の取得

(1)調 査 、研 究 、 実験

(2)作 品制 作⇒

(3)産 業現場等における実習

(4)職 業資格の取得

現 ・新学習指導要領における課題研究の内容比較

3「 課題研究 」について研究す る趣旨

豊かな入問性 を育成す るには、個性 を生か し、興味 ・関心 を持 たせ る授 業の工夫が必要 であ

る。各学校 は生徒一人一人 の自ら学ぶ意欲 を育成 し、将 来の進路選択 を見据 えた専門性 の基礎

・基本 に重点を置 き、創意工夫を生か した魅 力的 な特色 ある学校づ く りを 目指す必要がある。

現在専門高校 に入学 して くる生徒の現状 と して、 「①入学者 の減少、② 中途退学者 の増加、

③基礎学力の不足、④ 目的意識 の欠如」等の問題 を抱えてお り、思 いどお りの教育成果をあげ

られない実情 がある。 しか しこのよ うな状況下でも、生徒 自らが課題 を設 定す る 「課題研究」

の授 業は、 自主的 に課題 に取 り組 んでい くとい う姿勢を生徒 に身に付 けさせ るこ とができる。

また、これ か らの専門高校の在 り方 として、心身の充実 した人間を育成す る とともに、その

専門の知識や技術 を習得す ることで、将来、社会人 としてその能力 を生か した職業 に従事 でき

る力を身に付 け させ、それ によって社会に貢献できる能力 と態度 を育て ることが あげ られ る。

そのため、新教育課程 の 「課題研究」では、 これ まで行 ってきた授業にお ける実績や課題 、問

題点等 を検証 ・研 究 した上で、学習指導 を進 めてい く必要がある。

そこで本部会では、 「生 きるカ」 を備 えた人間 を育成す るための よ り有効な科 目と して、こ

の 「課題研究」 を今後実践 してい くために、これ まで行 ってきた 「課題研究」の教育内容 につ

いて多 くの都立専門高校 に対 してア ンケー ト調査 を実施 した。そ して、集計 した結 果を様 々な

角度か ら分析す ることによって、 より充実 した教育効果 をもた らし、専門高校が さらに発展 し

てい くための道筋を見つ け出すための研究を進 めることに した。

4専 門学科間の連携

専門高校 には農業 ・工業 ・商業な ど様 々な専門高校 があるが、それぞれ の専門学科 が横 の連

携 を取 り合 って協力す ることができれ ば、生徒 の持つ興味 ・関心 を無限に広げ ることが可能 な

教育を実践で きるのではないか と考えた。お互 いの専 門学科 ・科 目の知識や技術 を習得す る機

会 を生徒が得 ることによって、人間性の豊かさが伸長 され創造力に も幅 がで き、 「生きる力」

に溢れ る人間を育成す ることに役 立っ新 しい教育形態 を見出す ことができる。

そ こで本部会では、これか らの専門高校 がよ り発展 してい くための方 向性 を模 索す る手立て

として、 「課題研 究」 を通 じての学科間の連携 を取 り上げ、研究 を進めることに した。
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∬ 現状の分析

1ア ンケー トの 目的

本部会 では、 「新教育課 程にお ける専門高校 の教育の在 り方」 を研 究主題 とした。専門高校

を どの よ うな切 り口で分析 し捉 え、論 じるのかにっいては様々な見解 があるが、当部会では現

在までに専 門高校が抱 えてきた問題点や新たに起 こ りっっある課題 、 さらには今後 どのよ うな

問題に取 り組まな くてはな らないのか等 について、 「課題研究」 とい う科 目を通 して考 えると

い うス タンスを設定 した。

その理 由にっいては、課題研 究が現在 の専門高校の様 々な状況 を端的に表 してお り、そ こで

の進歩的な取 り組みや試み を実践す る科 目として、指導内容や指導方法等 の蓄積がな され、将

来にお ける指導の在 り方 を考 える場合の資料価値 が非常に高いことである。

さらには、新学習指導要領 における 「総合的な学習の時間」の導入 にあた り、多 くの専門高

校 は 「課題研究」 との関係 において、その果た してきた役割や成果等 にっいて検討 し議論 され

ている可能性 が高 いことがあげられ る。

この よ うな判断 のもとに、 「課題研究の位置付 け と今後の役割」について、アンケー ト調査

を行 った。課題研究 は教科 の特色上、多 くの専門高校では各学科において、その指導内容や形

態 ・目標等が異 なる可能性が あるため、今 回のアンケー トについては小学科 ごとに実施 した。

2ア ンケー トの回収状況

各専 門高校 の教頭 ・教務主任 ・科主任宛 てに、 ファクシ ミリやTAIMS、 郵送等でアンケ

ー トを依頼 したが、一学期末の多忙な時期 にも関わ らず、多 くの高校が協力 して くれた。

アンケー ト調査 の依頼及び回収状況は、次のとお りである。

依頼 した学校数 ・学科数 回収した学科数 回 収 率

合 計 90校179科 132科 73.7%

農 業

農業計 12校23科 19科 82.6%

全 日制 6校17科 13科 76.5%

定時制 6校6科 6科 100.0%

工 業

工業計 41校108科 74科 68.5%

全 日制 25校79科 59科 74.7%

定時制 16校29科 15科 51.7%

商 業

商業計 37校48科 39科 81.3%

全 日制 23校34科 31科 91.2%

定時制 14校14科 8科 57.1%
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3ア ンケー トの内容

今回のアンケー トは、前述 した ように専門高校 の状況等 を 「課題研究」 をとお して考察 し、

専門高校 の在 り方 にっいて検討す るための資料 を得 ることを 目的 としてい る。 そのた め、各学

校の様子が反映 され るとともに、 ここまでの評価 と今後の取 り扱 いについて読み取 ることがで

きる点に留意 しなが ら、次のよ うに質問内容 を設定 した。

質問1課 題研 究の 実施学年及 び実施単位 数にっいz

東京都立 高等学校 全 日制 ・定時制 課 程 科

学 年 1 2 3 4 合 計

単位数

質問2課 題研 究の テーマの設定方法 についz

① 生徒 が決 め る ② 教 員が テーマ を提 示す る ③ その他(

質問3課 題研 究テー マ決 定碕期 にっいて

① 前年度 ②4月 末 ③1学 期末 ④ その他(

質問4課 題研 究にお け るそれ ぞれ のテー?数 にっい て

① 作 品製作(テ ーマ)② 調 査研 究(テ ーマ)

③ 資格 取得(テ ーマ)④ 産 業現場等 にお ける実習(

⑤ そ の 他(テ ーマ)

質問5課 題研 究 を指 導す る教 員数 にっい て

()人

質問6生 徒の人数 調整 を行 っzい ますか。

① 行 っZい る ② 行 っZい ない ③ その他(

質問7授 業形態 につい て

① 教 員主導 型 ② 生徒主体 型 ③ その他(

質問8ま とめ およ び発表 方法 にっいz、

① 校外 での発 表会 ② 校 内での 発表会(参 加生徒:

③ 課 題研 究報告書 冊子 ④ 行わ ない ⑤ その他(

質問9評 価 の方法 にっいZ

① 生徒 自身 によ る自己評価 ② 教 員によ る評価 ③ その他(

質問10課 題 研究の ための 予算額 に っいて

① 十分 であ る ② やや 不足で あ る ③ 不足で あ る

質 問11課 題研 究の 現状で の問題 点 にっ いて

① ない ② あ る 〔研修、 予算、設備、 タト部講 師、 その他(

質 問12ま とめ学習 と して、 どの よ うに役 立 ってい ますか。

⊂コメント

テ ー マ)

)

質問13新 教育課 程 におけ る 「課題 研究」 の取 り扱 いにっ いz

① 総 合的 な学習 の時間のみ を行 う(課 題研 究 は一士'行わない)

② 総 合的 な学習の 時間の全Zを 「課題研 究」 で読 み替 え る

③ 総 合 的な学習 の時間の一部 を 「課題研 究」 で読 み替 える

④ 総 合 的な学習 の時間 と 「課題 研究」 の両方 を行 う

※総 合的 な学習の 時間 を3単 位 以上行 い、かつ課題研 究 も行 う場合 は④ に該 当 します。

)

)

)

)

)

)

))

⊃
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質 問14質 問13に おいz② ③④ と答 えた学校 にお 聞 き します。 総合 的な学習 の時 間のすべ て ま

たは一部 を「課 題研究」で読 み替 える理由 にっ いて該 当す るもの を選 んで くだ さい。

① 専門 教 育 では 「課 題研 究」 は重要 な科 目で あ り、総 合的 な学習の 時 間 よ り、 その 目的

に照 ら し合 わせz教 育 的効果 が期待 で きるか ら

教 員の持 ち時数の関係 で総 合的 な学習の時 間 を入 れる ことがで きなか った

主 に専門科 の教 員の 希望

主に 普通科 の教 員の 希望

専門 科 目の 時間 を減 らさない ため

その他

質 問15質 問13に おいて① と答 えた学校 にお聞 きします。 「課題研 究」 を実施 しない理 由につ

いZ、 具体的 な理由 を記 入 しzく だ さい。

質 問16総 合的 な学習の時 間 を実施 す る理由 をお聞 き します。

① 国際理 解、憤 報、環境 、福祉、健 康 な どの横断的 ・総 合的 な課題 についZの 学 習活効

② 生徒 が興 味 ・関心 、進 路 等 に応 じZ設 定 した課 題 につ いZ、 知識 や技 能の深 化、総 合

化 を図 る学 翌活動

③ 自己の在 り方 ・生 き方や進路 にっいz考 察 す る学習 活効

④ その他(

質 問17現 課 題研 究 についZの 評 定 は どの よ うに しZい ますか。

① 評定 す る ② 評定 しない

質Po7t8新 教 育課程 で 「課題 研 究」 を 「総 合的 な学習の 時間」 に読 み 替 え る場合 、 評価 は ど

の よ うに しよ うとお考 えで すか。 具体 的 に記 入 して くだ さい。

質 問lgr課 題研 究Jを 「総 合的 な学 習の晴闇」 に読 み替 える場 合、r総 合 的 な学習の 時間 」

の設 置意 義(教 科 等の枠 を越 えた横 断的 ・総 合 的 な学 習 を展開 す る)に 近 づ けよ うと、何

か具 体的 な方策 をお考 えですか。 具体 的に記入 しZく だ さい。

質 問20専 門 高校 に お け る 「課題 研 究」 の役割 に っいz、 どの よ うにお考 えです か。 具体 的

に記 入 しzく だ さい。
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4ア ンケー トの 結 果

ア ンケ ー トの集 計結 果 は、 次 の とお りで あ る。 な お 、質 問12・15・18・19・20に つ いて は 、

その 回答 が記 入 式 の た め、 ここ には掲 載 しな い。

[質 問1]課 題研究 の実施学年及び実施 単位数につ いて

表1実 施学年

表2実 施単位数

表3定 時制実施単位数

表4全 日制実施単位数

1年 2年 3年 4年

全 体 2 5 97 27

農 業 0 0 14 5

工 業 i 0 58 15

商 業 i 5 25 7

[質 問2]課 題研 究のテーマの設定方法にっ いて

表5テ ーマの設定方法 全 体 農 業 工 業 商 業

生徒が決 める 29

1

14 11 4

教員がテーマ提示 84 3 56 25

その他 14 2 9 3
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[質 問3]課 題研 究テーマ決定時期について

表6テ ーマの決定時期 全 体 農 業 工 業 商 業

前年度 70

1

9 37 24

4月 末 35 io as 3

1学 期末 7 0 5 2

その他 15 2 10 3

[質 問4]課 題研 究にお けるそれぞれ のテーマ数について

表7内 容 とテーマ数

表8内 容別テーセ数の

分類(全 体)

全 体 農 業 工 業 商 業

作品製作 507

1

65 397 45

研究調査 383 264 73 46

資格取得 isa 23 29 130

産業現場等実習 7

1

0 4 3

その他 44 0 40 4

1テーマ 2テ ーマ 3テーマ 4テ ーマ 5テーマ 6テ ーマ～

作品製作 507 65 397 45 0 0

研究調査 383 264 73 46 0 0

資格取得 182 23 29 130 0 0

産業現場等実習 7 4 4 3 0 0

その他 44 0 40 4 0 0

[質問5]課 題研 究 を指導す る教員数につい て

表9教 員1人 が担 当す

る平均テーマ数

[質問6〕 生徒の人数調整 を行 っていますか。

表10人 数調整 の状況

全 体 農 業 工 業 商 業

平均テーマ数 1.6

1

3.7 1.2 1.4

全 体 農 業 工 業 商 業

行っている 81

1

5 56 20

行っていない 34 io 13 ii

その他 6 1 5 0

9



[質 問7]授 業の形態について

表11授 業の形態 全 体 農 業 工 業 商 業

教員主導型 72

1

5 47 20

生徒主体型 40 14 15 11

その他 17 2 13 2

[質問8]ま とめ及び発表方法 にっいて

表12ま とめ及び発表方

法の状況

全 体 農 業 工 業 商 業

行わない 46

1

0 27 19

校外での発表 3 1 1 1

校内での発表 52 14 33 5

報告書冊子 33

■

13 16 4

その他 14 i 9 4

[質問9]評 価の方法について

表13評 価方法 全 体 農 業 工 業 商 業

生徒の自己評価 14

■

3 4 z

教員による評価 118

■

17 71 13

その他 a i i 5

[質 問10]課 題研究のための予算額 について

表14課 題研究の予算額 全 体 農 業 工 業 商 業

十分 である 23

■

8 8 7

やや不足である 58

■

1 27 30

不足 であ る 43

画

8 35 0

〔質問11]課 題研 究の現状での問題点につ いて

表15現 状の問題 点 全 体 農 業 工 業 商 業

ない 8

1

0 3 5

研修 22 4 12 6

予算 89 10 55 24

設備 15 9 6 0

外部講師 1 1 0 0

その他 z 6 1 0
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[質 問13]新 教育課程 における 「課題研 究」 の取 り扱いについて

表16「 総合 的な学習の

時間」 と 「課 題研

究 」の取 り扱い

全 体 農 業 工 業 商 業

一切行わない 1

■

0 0 1

すべて読み替え 64 9 44 11

一部読み替 え 15

1

1 6 8

両方 を行 う 20 6 8 6

[質問14〕 「総合的 な学習 の時間」のす べてまたは一部を 「課題研究」 で読み替 える理由につ

いて、該 当するもの を選んで ください。

表17読 み替 える理由 全 体 農 業 工 業 商 業

教育効果の期待 61

1

9 35 17

教員の持ち時数 4 2 1 1

専門科の希望 8

■

3 4 1

普通科の希望 3

■

0 i 2

時数を減らさない 14

■

a 10 2

その他 8

■

a 5 1

[質問16]「 総合的な学習の時間」 を実施す る理 由をお聞 きします。

表18実 施する理 由 全 体 農 業 工 業 商 業

横 断的 ・総 合的 な

課題 につ いて の学

習活動

io

1

4 2 4

知識や技能の深化、

総合化を図る学習

活動

as

■

2 12 8

自己の生き方や進

路にっいて考察す

る学習活動

is

■

1 9 8

その他 4

1

1 3 0

[質 問17]現 課題研究 にっいての評 定はどのよ うに していますか。

表19評 定につ いて 全 体 農 業 工 業 商 業

評定する 109

1

17 65 27

評定 しない 3

1

1 1 1

11



5ア ンケー トの分析

本部会が設定 した研究テーマ に対す る活動 の大きな柱の一っが、今 回実施 したアンケー ト調

査である。それ は、将来にお ける専門高校 の在 り方を、課題研究の指導実践か ら研究 してみ よ

うと考えたか らである。そのため、アンケー ト結果か らは現在 の専門高校 の抱 える課題や問題

点、それ らを改善するための取 り組み、 または新学習指導要領 において求 め られ る教育観等を

読み取 らなければな らない。

集計 して出て きた数字 をどのよ うに捉 え分析の結果 とす るかについては、甚だ主観 的な要素

が強 く、そ こに客観性 を持たせ ることは困難 であったが、本 部会では数度 にわた る月例会 を分

析 にあて、本研 究員の共通見解 を探 りなが ら、それを極力分析 の結果 とす るよ うに努 め、作業

を進めてきた。 途中には、意見の対立や見解 の相違等があ り、統一見解 に至 らない部分 もあっ

たが、ここでは、大筋で共通認識 となった見解 を中心 に分析 の結果をま とめた。 しか し本部会

の判断 で、学科 の特色の違 い等によ り、それぞれ の立場か らの意見を載せ ることが、よ り建設

的な方 向につながる と判断 した事項 にっいては、両見解 をそのまま分析 として掲載 した。

(1)個 別的な分析

① 課題研 究の実施単位数 について

実施単位数(農 業)実 施単位数(工 業)実 施単位数(商 業)

4単 位以上4単 位以上4単 位以上
1i%12%3%

図1実 施単位数(質 問7)

現在 、課題研 究の標 準単位数は2単 位 であ り、学習指導要領上では2単 位行 えば良いこと

になってい る。 ここで2単 位 を超 えて課題研究を行 っている場合、教 育的効果 をその科 目に

見出 しているか、または他教科 に対する教育的効果 の優位性 を考慮 していると考え られ る。

専門高校 の37%が3単 位以上で実施 してお り、特 に工業高校 では44%が3単 位 以上行 って

いる。 これ は、専門科 目の単位数削減に憂慮す る声が聞かれ る中、少 なか らず一定の評価 を

得 ている結果 と考 えられ る。

また、課題研究 を担 当す る教員数(質 問5:グ ラフ不掲載)に おいて も、 「6人 以上で担

当 してい る」が どの学科においても最 も多 く、1単 ・iム増であって もその負担は持 ち時間 との

関係 で教員 に依存せ ざるを得ない。 つま り今回の結果は、簡単 に1単 位増やす ことが困難な

状況 での実施 単位数であることを考 えな くてはな らない。
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実施学年 については、最終学年で実施 され る傾 向が特に強い。課題研究が生徒 の興味 ・関

心や主体性 を尊重 した指導内容 を前提 と しているので、ある程度の専門性 と将来を見据 えた

判断 を必要 とす るといった観点か ら、最終学年 での実施へつなが っていると判断できる。

② テーマ の設定方法、人数調整及び授業の形態にっ いて

テ ー マの 設 定 方 法(農 業)

そ の 他

11%

テーマの設定方法(エ 業)

そ の他 生徒が決める
τ2瓢14鑑

テーマの設定方法(商 業)

その他 生徒が決める
9%-13%

図2テ ーマの設定方法(質 問2)

テーマの設定方法(農 業)

資格取得
7%

人数調整(農 業)

そ の他

6%

テ ーマの設定方法(工 業)

響 場そ霧他
資聾

図3内 容 とテーマ数(質 問4)

人数調整(工 業)

その地
7瓢

テーマの設定方法(商 業)

産業現場 その他

人数調整(商 業)

図4人 数調整 の状況(質 問6)
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授業形態(農 業)

その他

io%

授業形態(工 業) 授業形態(商 業)

その他
6%

図5授 業の形態(質 問7)

テーマの設定方法や人数調整及び授業 の形態等 については、各学科 の特色や 専門教育(専

門性)の 考え方 、捉 え方 を考慮 して判断す る必 要が ある。それは、そ の学科が総合的 に扱 う

教育 内容 と深 く関連す るた めである。

課題研究のテーマ内容 と学科を関連 させて見る と、テーマの中心は農業高校 では 「調査研

究」、工業高校 では 「作品製作」、商業高校では 「資格取得」 とな り、その指導形態 も大 き

く異なってい る。調査研究 は、比較的生徒 の自主性 を尊重 してお り、生徒の希望を重視 した

テーマ設定が行 われ ている。

工業高校 では作品製作が多 く、設備や場所く費用、指導の形態等 を考慮 した場合、テーマ

設定 にはある程度の制約が設け られるために、教 員がテーマ を指示す るとい う結果 に結びつ

き、生徒 の 自主性や 主体性 を無制限に尊重す ることができない とい う、現実的 な側面の一端

をのぞかせ ている。

商業高校 では資格取得 をテーマ とす る割合が高 く、商業教育に 占める資格 取得 の教育的効

果 が重要視 されてい ることを表 している。 この場合、学校 として生徒 に指導す る資格 の数は

ある程度限定 され、そのことは、結果 として教員 がテーマ を提示 し生徒 に促す とい う教員主

導型 となって表れ たもの と分析できる。

上記 の教員主導型の中には、生徒が将来の進路選択 を見込んで主体的 に選んだ内容や希望

す る内容 を、教員 があ らか じめ把握 し、それ に応 える形で実施 している場合 も多数 含まれて

い る。数字的には教員指導型の ものが多いが、生徒 の主体性 を尊重す るよ うな配慮 が少 なか

らず含 まれてい ると考 えられ る。

以上の ように、課題研 究のテーマ内容がその学科の教育上大切 なまたは必要 なテーマであ

るにもかかわ らず 、他 の教科 ・科 目での指導が難 しいもの を課題研究に大き く取 り入れてお

り、その結果、教員 主導型 が多数を占める結果 となってい るもの と思われ る。

今回の この結果が、課題研 究の意 図す る生徒 の主体的な取 り組み を促 し、問題 を 自ら解決

す る姿勢や態度 を育てる教育を、多 くの専門高校で実践 していない と結論付けるこ とは、 こ

こではできない。

っま り、学習指導要領の期待す る内容 になっていない とは言 えないので ある。
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③ ま とめ 方や 発 表 方 法 にっ い て

発表方法(農 業)発 表方法(工 業)

その他 校外での発表 その他 報告書

外で
発表 校

発表方法(商 業)

3%

図6ま とめと発表方法の状況(質 問8)

課題研 究のま とめ方について も、その研究テーマ とは無関係 に論ず ることはできない。

商業高校 の ように、資格取得 を中心 とした課題研 究の取 り組み において は、課題研究報告

書の作成や発表 とい う形でのま とめは難 しい ことが予想 され る。 しか し、調査研 究や作品製

作をテーマ と して選択 している割合(図3)と 、発表や報告書 を作成 している割合(図6)

は、すべての学科でほぼ一致 してお り、多 くの学校でその成果 を何 らかの形でま とめてい る

ことが読み取れ る。

これは、隼徒 に対 して、テーマの設定か ら課穎研 究に対するアプ ローチの仕 方等 をきめ細

か く指導 し、その成果をま とめる とい う多 くの学稼 の取 り組み が、一定の成果をあげている

ことを意味 している。なぜ なら、一年間の成果をまとめ、整理 し、何 らか の形で発表す ると

い う作業は、かな り計画的な指導を必要 とし、全生徒または多 くの生徒 に行わせ る必要があ

るか らであ る。

④ 新教育課程 におけ る 「課題研 究」の取 り扱 いについて

課題研究の取り扱い(農業)課 題研究の取り扱い(工 業)課 題研究の取り扱い(商業)

一切行わない
一部読み

替え

_立

6%

図7「 総合的な学習の時間」 と 「課題研究」の取 り扱 い(質 問13)

新学習指導要領 では 「総合的な学習の時 間」のね らいは、 「1.自 ら課題 を見つけ、 自ら

学び、 自ら考 え、主体的に判断 し、よ りよく問題 を解決する資質や能力 を育てること。,2.

学び方や ものの考え方 を身 に付け、問題 の解決や探求活動 に主体的、創 造的に取 り組 む姿勢

を育て 自己の在 り方生 き方 を考え ることができるよ うにす る。 」 となっている0
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また、 「課題研 究の履修によ り、総合的な学習の時間にお ける学習活動 と同等の成果が期

待できる場合においては、課題研究等の履修 をもって総合的な学習 の時問における学習活動

の一部又は全部に替 えることができる。 」 ともなってい る。

これ らを踏ま えて、このアンケー ト結果を どのま うに分析す るかについては、解釈 に幾通

りもの判断瑛 あるので断定的に結論付 けすることはできないが、 ここでは 「課題研究 を一切

行わない」が ほとん どない ことに着 目して分析 を行った。 これ は、後述 の質問14と 関連付け

る とある程度 の状況が浮 き彫 りになる と考え られ る。

新学習指導要領では、教育課程において課題研究を一切行 わない とい う選択が可能 である

にもかかわわ らず、来年度以降もほぼすべての学校が課題研 究を実施す る と回答 している。

このことは、質 問14の 回答 において、新教育課程 において も課題研 究を行 う理由 と して、多

くの学校 が教育的効果 をあげていることと何 ら無関係 ではない。

ここでは、多 くの専門高校 が課題研究に対 して、その教育的効果を認 めてい ると判断 し、

その内容 について さらに検討 しなけれ ばな らない ことを示 しているもの と考 え られ る。

⑤ 新教育課程において課題研究を併置または残す理 由について

課題研究を残す理由(農 業)

持ち時数を

減らさない
tr%

教 員 の持

ち時 数
11艶

課題研究を残す理由(工 業)

その他
9%

持ち時数を
減らさない

18%

纒
持
文
の
磯

瓢

墾

,

教育効果が

期待できる
62%

"e*i研 究 を 残 す理 由(商 業)

持 ち時 数 を そ の他

減 らさ ない4%

8%

普 通科

の希 望

8%

専門 科

の 希望

4X 教 育 効果 が

期 待 で き る

教 員 の持72%

ち時 数

4X

図8読 み替える理由(質 問14)

複数 の理由がある場合、一つの理 由が議論 され ると残 りの理 由は無視 され るとい う傾 向に

あるこ とか ら、 ここでは教育的効果が期待 できることに着 目して考察 したい。

課題研究 を残 すまたは併 置す る理 由 として、 「教育的効果が期待できる」 をあげている科

は、専門高校で平均63%に 達 し、 「専 門科の希望」を入れ ると71%に な る。 ここに、課題研

究が これ まで果た してきた役割や、各学校が期待す る教育的効果の大き さを読み取 ることが

できる。

学科別 に見 ると、生徒が主体的にテーマを設定 し、生徒主体で課題研 究を行 う割合が最 も

多かった農業高校において、 「教育的効果が期待で きる」が最 も低 く、逆にすべて において

教員主導型で行 う傾 向が読み取れた商業高校 において、 「教育的効果が期待 できる」が多 く

なっていることか らも、商業高校では資格取得が専門教育の重要 な位 置 を占め、大切な教育

活動 として位 置付 けられている と分析 できる。

では、 この 「教育的効果」 とは、一体 どの ようなことを指 しているのであろ うか。その具

体的な内容 について考察す る必要がある。
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課題研究 を今後 も続 ける理 由 として、教育的効果 が期待できることを理 由に している学校

が多数存在す ることか ら、課題研究を従来の授業形態では得 られない もの と受け止 め、次の

よ うな利点 を見出 した。

○生徒 の興味 ・関心 に基づ く指導が可能であ り、 自己について考える機会 となる。

○専門性 を高 める指導が可能 であ り、将来を見据 えた取 り組みが可能 となる。

○一 つの課題に対 し継続 的指導が行 え、総合的 ・横断的な取 り組みの場が提供 できる。

○資格 取得 とい う学校の一教科 ・科 目では取 り扱いが難 しい内容の指導が可能 となる。

多 くの専門高校 では以上の ような点を、従来の授業形態 と比較 した場合 の課題研 究のメ リ

ッ トと して捉 えてい ると考 えられ る。

⑥ 「課題研究」の役割 について

質問20(記 述式)の 回答 をま とめると、次のよ うにな る。

ア 農業高校

(ア)生 徒 に とって興味のあ る内容を選択す るので、意欲の点において一般 の実習 よ り強

く、基礎 か ら応用まで内容の理解 と技能の向上 に役 立っている。

(イ)一 年 間を通 して授業 を行 えるため、内容 を充実 させ ることがで きる。

(ウ)基 本 的な知識か ら幅広い知識 を学ばせ るこ とができる。

(エ)物 を作 る とい う専門高校 の基本 的な学習が可能 となる。

(わ 勤労意欲や学習意欲の醸成 に役 立っている。

イ 工業高校

(ア)専 門分野 の総合的なテーマへの取 り組みに対 して生徒の興味、関心が高 ま り、 自主

的 に取 り組 める。

(イ)生 徒 自身 で研究内容 を選択できるため、 自発的な作業 を行 う訓練の場 ともな る。

(ウ)普 段の授 業 と異な り、 自分が調べ検討 し製 作す ることによって、 自主性 ・創造性 が

養 われ る。

(エ)も のづ く り教育 として役立ってい る。研究発表後は達成感 を味わってい るよ うだ。

(オ)問 題解 決能力や 自発的学習態度 を育ててい る。

ウ 商業 高校

(ア)資 格取得 を目指す生徒 には、少 ない商業の科 目の時間を補 った り、それまでの授業

以外 の資格に挑戦す る機会 になってい る。

(イ)生 徒 が社会に出てか らのプ レゼ ンテーシ ョン能力の活用を期待 して指導 している。

(ウ)通 常 の授業にはない個別ニーズに近い内容 を学習できるので、よ り商業に関す る細

かな学習ができ る。

(エ)通 常の授業では補 うことができない部分 を補ってい る。資格 取得 ・進路指導 に対応

できる。

(オ)自 分 自身の職業観 を養 うために役立ってい る。
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(2)総 合的 な分析

以上のよ うに、 「課題研究」は教員主導等を配慮する点 もあるが、経験的 に培 ってきた教育

的効果等 の良い部分 を生か し、生徒が主体的に学び、 自己の在 り方や生き方 について考えるき

っか けを育て る意 味においては、非常に有意義 な科 目であることを多 くの学校が認識 している

とい う現実 を、アンケー ト結果か ら読み取 るこ とができる。

しか し、 「興味 ・関心 を持 たせ ることができる」、 「自主的 ・主体的 な活動能力を養 うこと

ができる」等の教 育的効果 を違 った側面か ら考 えると、現在の専門高校 に学ぶ生徒 の多 くは学

習す ることに対 して興味 ・関心が持 てず、主体的に教育活動 に参加 できない ことを意味 してお

り、 ここに専門高校の抱える問題 点が表れてい ると考 えることができる。

言 うまで もな く、課題研究はそ うした問題 をこれ まで うま くカバー し効果 をあげてきたが、

現在 は、 「従来の教科指導だ けでは資格 が取れない」、 「なかなか進路が決 ま らない」、 「自

分の将来にっいて決め られない ・考 えない」、 「学習意欲が伴 わない」等の様 々な現象が表れ

ていることも事実である。

従来、専 門高校 が行 ってきた教育の在 り方は、社会人 として必要な知識や技術 ・技能 を身 に

付 けさせ 、進路を保証す るための教育であった。

しか し、これまでのよ うに、専門高校に入学すれば進路が保証 されていた時代 とは異 な り、

生徒 を取 り巻 く社会環境 は大き く変化 し、それ に伴 い高校卒業者の就職 は次第に困難 な状況 と

な りつつあるよ うに思 われ る。 また、生徒 自身 の価値観や考え方、保護者の意識に も変化 が表

れ 、学校 に求 め られ るニーズ も多様化 してきている。

これ か らの学校 は、 これ らの状況 に機敏 に対応 し、教育の内容 を転換 してい く機動性 と教員

の指導性 を備 えるべ く変化 していかなけれ ばな らない。また生徒には、 自分 自身 が考 えて行動

し、 自ら問題 を解決す る能力が必要 とされ 、激 しく変化する社会に主体的に対応 していかなけ

ればな らないのである。

これか らの専 門高校は、従来の価値観 を見直 し、 「課題研究」や 「総合的な学習 の時間」を

積極的 に活用 し、社会に有意な人材の育成 を図 り、またインターンシ ップ制度等 を整 えて職業

に対す る健全な意識 と意欲 を培 い、新 たな学力観 を構築 して教 育的効果を検証す る等、新 しい

制度 を大胆 に実践 してい く行動力が必要になる。

そのためにも、生徒 に興味 ・関心を持たせ る教育を本気で模 索 し、実践 に移 さな くてはな ら

ない。 そのことが、 「生 きる力」や 「主体的に問題 を解決す る能力」 と一致す るよ うに思 われ

るか らである。
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皿 分析を踏まえた研究

1科 目 「課題研究」設置の経緯 について

近年、我 が国 の学校教育が硬直化 し、指導が画一的で知識 ・技術 に関す る記憶 中心の学 習指

導に偏 りがちであ り、社会の変化や生徒 の多様性 に対応 していない とい う指摘 があった。

そ こで平成元年3月 告示の高等学校学習指導要領では、応用性のある知識や技術 を確 実に身

に付 け、将来それ を活用す ることができる能力を育てる観点か ら、問題解決能 力や創造性 を育

成す るための課題解 決型の学習を一層重視 した新 しい科 目 「課題研 究」を設けた。

2課 題研究の現状

(1)課 題研 究の位置付 け

課題研究を学習す る趣 旨は、生徒が 自ら課題 を設定 し、計画を立てて問題 を解決 しなが ら、

今 までに学習 した個々の知識や技術 を関連付 けて学習の深化、総合化 を図 り、 自主的 に学習す

る姿勢 と探求的 、創造的な態度 と能力 を養 うことであ り、その位置付 けを整理す ると、次の二

点になる。

①社会の変化に主体的に対応する問題解決の能力や自発的、創造的な学習態度を育てる。

これか らの専門教育にお いては、生涯にわたる学習の基礎 を培 うとい う観点に立って、 自ら

学ぶ 目標 を定め、何 をどのよ うに して学ぶか とい う主体的な学習の仕方を身 に付 けさせ るとと

もに、創意工夫 して課題解決 を図 る実践的、体験的な学習(実 習 ・実験 ・資格取得等)や 問題

解決的な学習を とお して、学ぶ ことの楽 しさや成就感 を体験 させ る。

② 専門技術 の深化 と総合化 を図 り、応用力 を育てる。

課題研究の教 育課程上での位置付 けは、 「この科 目は性格上高学年 において履修 させ ること

が望ま しい」 とされ てい る。

高学年 とす る理 由は、生徒 がこれ まで学習 して きた専門教育の基礎的 ・基本的な知識 と技術

の習得をも とに、 さらに知識 、技術を深化 させた り、知識 と技術の関連付けを行 うことによっ

て、総合的 に理解 させ、応用力 を育てることが課題研究のね らいの一っにあるた めである。

したがって、課題研究の指導 にあたっては、この科 目の設置 され た趣 旨や科 目の 目標 を理解

す るとともに、各学科の 「実習」な どの実験 ・実習を主 とす る関係科 目等 との関連 を十分 に配

慮す る必要が ある。
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(2)ア ンケー ト結果 か ら見えてくる課題研究の今

① 課題研 究の役割 と評価

アンケー トの結果か ら農業高校 ・工業高校 ・商業高校 に共通 して多かった回答は、

○専門教科 の深化

○問題解 決能力の育成

O興 味 ・関心を高め、 自主的に取 り組む姿勢や態度 を養 う

の三つである。

また、農業高校 と工業高校においては、

○実習や作品製作を通 じての基礎 ・基本 の充実

○ ものづ くりを通 じての基礎 ・基本 の充実

とい う回答が多かった。

さらに、商業高校においては、

○資格取得を目指す

とい う回答が多かった。

上記のこ とか ら、科 目 「課題研究」は専門高校 において、学科 での学習の集 大成 としての

役割 を十二分に果た してきた、 と現場では認識 してい ると言 える。

また、学習指導要領解 説総則編 においても、 「『課題研究等』 の科 目は、各教科 に関す る

課題 を設定 し、その課題 の解決 を図る学習活動 を通 して、専門的な知識 ・技術 の深化 ・総合

化、問題解決能力の育成や 自発的、創造的な学習態度な どを育てる上 で大 きな成果 を上げて

きてお り … 」 と評価 してい る。

② テーマの設 定

テーマ の設定については、教員がテーマを設定す る学校 が多い。課題研 究の趣 旨か ら考え

れば、生徒が主体的に決定すべ きである。一 ・二年生の時に、 自分 の進路や教科にお いての

興味 ・関心、疑問を持たせ 、考 えさせ る活動 を多 く持たせ た り、課題研究の具体的な内容に

ついて知 る機 会 を用意す る ことが必要である。

社会的 自己実現に向 けて、生徒 が今何 をすべ きか とい うことを考えるこ とに よ り、 目的意

識 が より高まってい くことであろ う。

課題研究 にとって、 目的意識の有無 は重要 な要素 となる。一年生の ころか ら 「気づ き」 を

大切に し、課題研 究への動機づけ とす るよ うに しなければな らない。
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(3)「 課題研究」 と 「総合的な学習の時間」 との代替

新 学習指導要領 では、 「職 業教育を主 とする学科においては、総合的な学習 の時間における

学習活動 によ り、 『課題研 究』 の履修 と同様 の成果が期待できる場合 においては、総合的な学

習の時間 における学習活動 をもって課題研 究の履修 の一部又は全部 に替 えるこ とがで きる」 こ

ととな り、また、 「課題研 究の履修 によ り、総合的な学習の時間にお ける学習活動 と同様の成

果が期待できる場合 においては、課題研 究の履修をもって総合的な学習の時間 にお ける学習活

動 の一部または全部 に替 えることがで きる」 こととなった。

新教育課程 において、この課題研究 をどのよ うに取 り扱 ってい くかは、学校 に よって分かれ

て くる。 そこでアンケー トでは、質問13に おいて次の四つ の選択肢 を設 けた。

①総合的な学習の時間のみを行 う(課 題研究 は一切行わない)

②総合的な学習の時間のすべてを 「課題研究」で読み替える

③総合的な学習の時間の一部 を 「課題研究」で読み替 える

④総合的な学習 の時間 と 「課題研究」の両方行 う

アンケー トの結果 、 「課題研究」を実施 し 「総合的な学習の時間」に読み替 える学校 が最 も

多 く、一部 「課題研究」 と 「総合的な学習の時間」の両方を行 う学校 もあった。

理 由と しては、 「教育的効果が期待できる」 とい う回答が農 業高校では50%、 工業高校 では

62%、 商業高校で は72%あ り、 「課題研 究」が専門学科 の 目標達成 において重要 とい う認識が

あることと、専 門教科 の時間数 を十分に確保す るとい うこ とがあげられ る。

しか し、 「課題研 究」 を実施 し 「総合的な学習 の時間」 に読み替 えるか どうかの意思決定を

す る前に、学校の教育 目標や生徒の実態 を踏 まえ、教育課程を慎重に検討す ることが必要であ

る。

3今 後の在 り方

(D「 生 きるカ」 を育成する課題研究へのアプローチ

新学習指導要領 では 「生きる力」の育成 が求 められてい る。課題研究の学習を とお して 「生

きる力」 を高めるた めには、一 ・二年生の うちにどのよ うな力 を身に付 けるべきか を、こ こで

は提言 したい。

一つめは
、 「気づ き」である。学校生活 を含む 目常生活の中における小 さな変化や疑 問に 目

を向ける習慣 を付 けさせ ることである。 問題の発見や課題 の設定は、何 よりもまず 「気づ く」

ところか ら始 まる。

そ して、 「気づき」 か ら発展 させ、相手に配慮 しなが ら行動す る習慣 を付 けさせ ることがで

きるとさらに良いであろ う。 「一 を聞いて十を知 る」 とまではいかな くとも、他人 に少 し気 を

回 した り、求め られ てい ること以上のことをす る気持 ちを持 たせ ることを 目標 としたい。

二つ めは、 「想像力」である。現状 をもとに して、次 にどのよ うな展開が待 ってい るのか と

い うこ とを何通 りも考 える。そ して、何度 も何度 も考 える(想 像する)こ とを積み重ね ること

よって、創 造力の基礎 としての 「想像力」 が育成 され ると考 える。
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言い換 えれば、頭 の中でシ ミュレー ションさせ る とい うことである。 「これで もか!」 とい

う気持 ちで とことん考えていく うちに、生徒の個性が徐 々にに じみ出てきて、独 創性 あふれ る

創造的 なものが生 まれて くると考 える。

三つ めは、 「PDSサ イ クル」 を生徒 に意識 させ ることである。個人や グループが活動計画

を作成 し、それ に基づいた活動 を行い、活動を評価 し、その評価か ら問題点 を発 見 し、その解

決に向 けて どうすべきか を考え、反省点や今後 に活かせ るノウハ ウをま とめるとい う作業 を行

う必要がある。

[Seeコ[Do=コ

反省 ・評価す る 実施す る

PDSサ イクル

失敗には 「発展的な失敗」 と 「致命的 な失敗」があ り、 「致命的な失敗」 を繰 り返 さないよ

うに、特に実験等 については教員は細心の注意 を払い、 「発展的な失敗」 をで きるだけ多 く体

験 させ、失敗か ら学ぶ姿勢 を育成 してい く。

四つ めは、 「5S」 である。5Sと は、整理 、整頓 、清掃 、清潔 、躾 の頭文字で、多 くの工

場の生産現場 において実施 され てい る。

5Sは 、次の よ うな五段階の階層構造 になっている。

f>計 認 る

仁

ICI
↓

降側

'

1清掃I

y

i清副

y

1劇

… 不 要 な もの を捨 て る こ と。

… 置 き場所や分類方法 を決め、必要な ものが誰でもす ぐに取 り出せ るよ

うに してお くこと。

… ゴ ミや ほ こ りを掃 い た り、汚 れ を拭 き取 るこ と。

… 整理、整頓、清掃 をいつも行 き届かせ、衛生的 な環境 を保つ こと。

… 上 記 の4つ の 「S」 を、 自分 の心 の 中や 組 織 の 中 に浸 透 させ る と とも

に、 自主的 ・積 極 的 ・継 続 的 に取 り組 む こ と。

生徒 には、 日頃か ら身の回 りについて5Sを 意識 させ、実行 させ る。特 に、実習 の授業 にお

いては、道 具や資料の整理、整頓 、後片づ けを意識、実行 させ る。
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(2)課 題研 究の流れ

課題研 究の具体的な流れ は、右 の図のよ うになる。

① 問題 等の発見

問題等 の発 見は、生徒が 日常の生活や授業の中か ら生

じた疑問や気づ きか ら始 まる。

教師 も社会情勢について、常にアンテナ を張 り巡 らせ

て、生徒 に対 して疑 問や気づきの要素を投げかけるこ と

によ り、生徒 のア ンテナ も敏感 にさせてお く。

入学時 か ら、課題研究 にどのよ うにっなげてい くかを

意識 しっっ、生徒 と関わることが求め られ る。

② 課題 の設定

課題 の設定 については、教科 ・科 目に関係す るものの

中で、生徒が疑問に感 じていることや、興味 ・関心のあ

るもの、あるいは小 さな発 見などか ら派生 して、その奥

にあるものや原理 ・原則 を探 るよ うな課題 を設定す る。

①問題等の発見

1

②課題の設定

t

③計画の立案

1

-
1

⑤ まとめ と発表

1

⑥ 自己評価 、相互評価

1

③計画の立案

テーマ を教員が決 めるケー スが多いが、生徒が 自ら課題 を発見 し、その課題解 決のために

は 「調査、研 究、実験」が良いのか、 「作品製作(商 業高校の場合、作品制作)」 か、 「産

業現場等 における実習」か、 「職業資格 の取得」か を生徒 自身が判断 し、選択 させ るよ うに

しなければな らない。

昨今、 「自己責任」が強 く言われ るようになったが、今後 もこの流れ は変わ らない。 した

がって、教師は生徒の より良い意思決定のための指導 ・助言は行 うが、意思決定は生徒が 自

分で行 うとい う在 り方でなければならない。

③(年 間)計 画 の立案

設定 した課題 の解決に向けて、時間や予算、設備 といった様 々な条件 を洗い出 し、勘案 し

て計画を作成す る。その際、い くつかの案 を作成 し頭の中でシ ミュ レー シ ョン して、 どの案

が最適か選択す る作業を させ る ことをとお して、主体的に判 断す る機会 を作 るべきである。

④ 実施

年間の計画 に合わせ て、実施 してい く。そ して、すべての時間において計画 ・実施 ・評価

が行われ るべ きであ る。授業の導入 として、年間計画をもとにその時間 の計画を立 て、展 開

としてその時間の計画を実施 し、授業 のまとめ として評価を行 うべきである。

また、当初 の計画 と実施状況 との差が大き くなった時には、計画を修正す るよ うに指導 し

てい く。

⑤ ま とめ と発表

活動 の成果 をま とめることによ り、ノウハ ウを構築す る。特に、失敗は成長 の過程で重要

であ り、原因 を追及す ることは大変勉強になる。

また発表については、相手 にどのよ うに伝 えるのが良いか、それが相手に どう伝わ るかを

考え させ、 コ ミュニケーシ ョン能力 のア ウ トプ ッ トの部分 を育成す る。 さらに、その発表 を

受けて討論する ことによ り、ア ウ トプ ッ トとイ ンプ ッ トの両方を鍛 えることがで きる。
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⑥ 自己評価、相互評価

自己評価 を行 うとともに、生徒同士の評価や教師による評価 を行 う。 これ らの評価 を摺 り

合 わせ ることによ り、生徒が 自分 自身の授業への取 り組みや理解度 について 「気づ き」、 自

分 を見っめ直す きっかけ となる。

これ らの 自己評価、相互評価 をもとに、 さらなる改善 を目指 した③ 計画 ・立案 を行 う。

教師 による評価 については、知識や技能 とい う観 点に偏 らない よ うに、 「関心 ・意欲 ・態

度」 、 「思考 ・判断」 、 「技能 ・表現」、 「知識 ・理解」の観点で評価 を行わ なけれ ばな ら

ない。 しか し、課題研究 における担当教員一人 あた りの生徒数 を考える と、評価につ いての

公 平性 を保つ のは難 しいため、評価基準 を明確化 し担 当者 間の摺 り合わせ を十分に行 う必要

がある。

(3>基 礎的 ・基本的知識や技術が不足 している生徒への対応

専門高校 には多様 な生徒が在籍 してい る。学習指導要領 に掲げる課題研 究の 目標 を、十分に

満 たす ことが できる生徒 も大勢いる。 しか し、現実には本 来必ず身 に付 けなけれ ばな らない基

礎 ・基本 の知識 と技術 を、なかなか修得 しきれない生徒 もいる。

この よ うな生徒 に対 して課題研 究の授業を展開 しても、ね らい どお りの成果 をあげることは

非常に難 しい もの と思われ る。 この場合、その生徒 の能力に合った無理のない課題 を設定 させ

るとともに、教師 も手厚 く指導 ・援助することが必要である。

4本 部会における課題研究の提案

高度経済成長期 に代表 され る工業化社会の時代 においては、生産力 を向上 し、販売機会 にい

かに対応 してい くかが重要課題 であった。そ こでの生産形態は少品種大量生産 であ り、分業 に

よ り各 自の守備範囲を小 さく して能率を上げていくことが、組織に とって最 も効率的であった

。 したがって、組織の中では 自分の役割 を確 実に、かつ効率良 くこなす こ とが求め られ ていた

0

しか し最近 では、各 自の守備範囲だけの効率 を上げた と して も、部分的な最適 が得 られ るだ

けで、企業全体 あるいは社会全体 とい う視点で見渡す と、最適 とい う結果 を得 られ ていない と

言 われ るようになった。 これ は、 「これか らの経済社会 を生 きてい くためには、一段上の視点

に立ち、全体 の最適 を考 えることができる能力が求め られている」、 とい うことである。

また、現代社会 は ソフ ト化 してお り、消費者の多様な価値観 にいかに対応す るか、いかに一

人一人の好みや ライフス タイルに合 った ものを提供で きるか、または新 しいライフスタイル を

提供 できるか、 とい うことが求め られている。

このよ うな状況 の中では、農業 高校 ・工業高校 ・商業高校の枠組みに こだわる と、 ソフ ト化

社会に適切に対応 しきれな くなるのではないだろ うか。 この枠 にこだわ らず 、いろい ろな見方

や考え方 を知 り、実習によって体験 をして身に付 ける。 そ して、それ らを組み合わせ てい くこ

とによって、創造的な活動が可能 となるのではないだろ うか。

専門高校 を卒業 した生徒が社会人 としてよ り良 く生きてい くためには、当該学科 の学習内容

だけでな く、他学科の学習内容 に積極的 に踏み込んでい くことが必要 と考える。そ こで、本部

会では他学科 との連携 を重視 した課題研究 を提案 したい。
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N事 例研究

今回の研 究テーマ設定にあた り、本部会 ではその前提 として 「農業高校 ・工業高校 ・商業高

校の連携」 とい うこ とを念頭 において、 これ まで話 し合 いを進めてきた。
'前章 の 「課題研究

の現状」では、 「農業 高校にお いては研究調査、工業高校 においては作品

製作、商業高校 においては資格 取得、 を中心に課題研 究が展開 され ている。」 とい う結論 を得

た。 しか し、全学校が必ず しもそれ だけに とらわれ ているのではなく、 「卒業後に役立つ知識

や 資格 を身に付 けさせ る」 とい う方向に進んでいることも、アンケー ト結果か ら理解 できた。

そこで、課題研究の本来の趣 旨である 「生徒 の 自発的 な研 究 ・調査」 とい う観 点か ら、農 業

高校 ・工業高校 ・商業高校の連携 を考え、一っの共通テーマを設定 し、それぞれ が協力 し合っ

で取 り組 んでいけ る課題研 究の授業展開 を考えてみた。

本 章では、は じめに農業 ・工業 ・商業各校 の教員が共通のテーマにおいて考え られ る指導案

にっいてまとめ、そのあ とに本年度 の研究員 が担 当している授業の生徒に協力 を仰 ぎ、.で きる

範囲で実践 した事例 と取 り組みにっいて、生徒側 の意見 と教員側 の意見 とをま とめた。'

今回 は、rリ サイ クル」を題材 に指導案 を考 えたが、本部会ではそれ 以外 にも様 々な題材が

話 し合 いの中であが っていた。 そのことか ら考 える と、 「農業高校 ・工業 高校 ・商業高 校の教

員が話 し合 いをす る場 と時間 さえあれば、本 当に実現が可能である。 」 と確信 している。 この

よ:うな情報交換 の場が これか ら増 えてい くことを期待 して、今後実施するにあたって生 じるで

あろ う諸問題 にっいては、本章の最後にまとめてみ る。

1各 学校の動 きと担 当教員間の連携

農 業高校 ・工業高校 ・商業高校た よる学科 間連携 の流れを示す と、次の よ うになる。

月 農業高校i工 業高校1商 業高校 担当教員の連携

12
・課題研究のガイダンス⑦ ・学科間の連携 による共 同研究

の方針を協議する

1
、

・共同研 究の実施 を決定す る

・課題研究のガイダンス② ・学科間連携 による共同研究の

2 趣 旨、意義等 を生徒 に伝 える

・共 通 テー マ に つ い て協 議 す る

・課 題研 究 の テー マ決 定 . ・共通テーマの決定(今 回の事

・年間計画の立案
例では、 「地球環境問題 と リ

サイクル 」を取 り上げ る)

3
・年 聞計 画 立案 は、農 業 高校 ・

工業高校 ・商業高校で相互 に

確認、修正 して完成す る

・春期休業期間 を利用 して、学

科問の研修会 を開 く
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・ 「お か らの リサ イ クル 」 をテ ・ 「地 球環 境 問 ・文化祭 において、生徒 を相互

一マ に して編成 され たグルー 題 とマ ー ケテ に派遣 して発表 させ る場を設

4
プで作 品の研究 、開発 イン グ」 につ 定す ることにっ いての計画を

いて個人 また 立案 し、各学校で承認 を得 る

はグループで

研究

5
・調 査及 び資料 の収集 ・同 上 ・月 に1～2回 程 度 、学 習進 度

状況を相互に確認する

6 ・作品の開発 ・同 上 ・同 上

・中間報告及 び計画の修正 ・個人またはグ ・同 上

7 ループによる

中間報告

・農 業 ・工 業 か ・一学期の成果 を相互確認す る

らの報告を受 ・夏期休業期間 を利用 して、学

8 けて二学期に 科間の研修会を開く

行う作品製作 ・生徒に よる学校 間の交流会 を

の計画を立案 開 く

・作 品開発 ・作 品開 発 、 広 ・週 に1回 程度、作業の進度に

9 告活動、販売 ついて相互 に報告す る

活動の各グル ・生徒の相互派遣につ いて、具

一プでの作業 体的な方法を協議する

・生徒 の学校 間 の ミーテ ィ ン グ ・文化祭 の発表に向けて、相 互

10 に連絡を取 りなが ら、その準

備を進める

・文化祭(上 旬) ・文化祭 の発表後 に反省会 を開

11 き、その成果や 改善点等 をま

とめて相互に報告 し合 う

・研 究 の ま とめ ・報告書(共 同研 究の成果 をま

Z2
・発表会の準備 とめたもの)を 準備す る

・次年度 に向けて、共 同研 究の

方針を協議する

1
・課題研究発表会 ・可能 な限 り、生徒 に他学科の

発表会を見学させる

2
・一年 間の研究成 果を相互に報

●
告 し、課題研 究報告書 を作成

3
す る

・課題研究報告書を完成す る

一26



2事 例研究(案)一 農業 ・工業 ・商業一

ここでは、農業高校 ・工業高校 ・商業高校にお ける取 り組み を示す。

(1)主 題

地球環境問題 一 リサイ クル を考える一

(2)主 題設定の理 由

地球温暖化、廃棄物処理 、天然資源枯渇等 の地球環境問題は、今 日では世界規模 の問題 とな

っている。特に、多種多様 なものが生産 ・消費 され る中で、産業廃棄物 の増加 は著 しい。 この

よ うな状況下、社会ではその解決策の一っ として リサイクルへの取 り組み を進めてきてい る。

そこで今回の課題研 究は、環境 問題に関連する リサイクル を通 じて、様々な視点 か ら生徒 に

研究 させ ることを 目的 とし、生徒 自身が どのよ うな環境 のもとに生活 してい るのかを認識 し、

今後生 きてい く上 で何をすべ きかを考 えさせ る。

また、利潤追求のために企業間競争が激化 し、企業の環境問題 に対す る社会的責任が求め ら

れてい る現在、 どの ように してマーケティング活動 を行 うべきかにっいても、様 々な観 点か ら

生徒に研究 させ る。

本課題研究で は、地球環境問題 について深 く認識 し、専門教科の中で学んできた知識や技術

を用いて問題 を解決 し、 自発 的、創 造的な学習態度 を養 うことを目標 とす る。 この問題解 決を

実践 してい くカが 「生 きる力」 の育成 につながる と考える。

そ して、本課題研究は専門高校間同士の連携 で展開す る。産業廃棄物 として位置付 け られて

しまった 「おか ら」 を利 用 した作品の共同開発 にっいて研 究す ることによって、各専門分野の

特色ある技術や知識 を実際に生か し、地球環境問題 に対する取 り組み を具体的 に理解 させ る。

(3)年 間計画

① 年間指導計画

月 内 容 展 開

4
・研 究テ ー マ の設 定 ・主題 に沿った形で、個人または グルー プの研 究

テーマ を設定す る

5
・調 査及び資料の収集 ・研 究の予備調査や研究に必要 な資料を収集(図

書館 、イ ンターネ ッ ト等の利用)す る

6
・調 査 、研 究 、 実験 ・個人 またはグルー プの研 究テーマに基づいて、

調査、研究、実験を行 う

7 ・研 究内容の中間報告 ・進行状況の報告及び調整を行 う

8

9 ・リサイ クル作 品の共同開発 ・農業高校 、工業高校、商業高校 が リサイ クル 作

品を共同開発す る10

11

・共 同開発作品 の公開及び研究

の 中間発表

・各校の文化祭(上 旬)に おいて、 リサイ クル作

品 を公 開す る
・研究の成果 を中間発表(中 ～下旬)す る

12
・研究発表会 の準備 ・研究のま とめ及びプ レゼ ンテー シ ョンの準備 を

行 う

1 ・研究発表会の実施 ・研究成果 を発表す る

2 ・研究成果報告書の提出 ・レポー トや作品等の研究成果 を提出す る

3
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② 年 間指導計画立案上の留意事項

ア 学習指導要領 に示 され た 「調査、研 究、実験」 と 「作 品製作」の双方 を、本課題研究

の主題 「地球環境問題 とリサイクル」に沿って、相互に関連付 けなが ら実施す る。

イ 「調査、研 究、実験」 については、個人 またはグルー プ単位 で行 い、主題 の範 囲内で

研 究テーマを 自由に設定 させ る。

ウ 「作品製作」 について は、農業高校 ・工業高校 ・商業高校 との連携 によって、 リサイ

クル作品の共 同開発 を行わせ る。

(4)展 開 内容,

① 研究の進め方

ア 生徒 が設定す るテーマの例

主 題 テ ー マ 例

(ア)温 室効果ガスの種類 と性 質及び用途

地球温暖化 (イ)生 態系への影響

(ウ〉企業の温暖化防止への取 り組み(低 燃費車の開発 、広告等に よる

PR等)

(ア)環 境ホルモ ン物質ρ種類 と性質及び用途

環境 ホルモン
(イ)生 態系への影響

(ウ)企 業の環境ホルモ ン物質の使用禁止 ・発生防止への取 り組み(代

替物質の開発、広告等によるPR等)

(ア)農 薬 ・食 品添加物の種類 と性質及び用途

安全な食品の (イ)生 態系への影響

製造 (ウ)企 業の安全性 に対す る取 り組み(使 用量の削減 ・禁止、広告 によ

るPR等)

kア)企 業あ リサイクル活動(廃 棄物 の回収方法、 リサイ クル製 品の市

産業廃棄物

A

場投入等)

(イ)リ サイクル製 品の調査 ・研 究及び開発
`

(ウ)家 電 リサイクル法施行後の メー カー、流通業者の取 り組み等

この他 に、天然資源の有効利用、砂漠の緑化 、酸性 雨、海洋汚染 、土壌 汚染 、オゾン層

の破壊への対策、動物への飼料等 も考え られ る。

イ 調査 、研究、実験、作品製作

(ア)毎 授業時 ごとに活動内容、結果及びま とめを報告書に記入す る。

(イ)次 回の予定を立て る。必要に応 じて、計画の修正 を行 う。

(ウ)生 徒の主体性 を尊重 しなが ら、専門的 な知識 の提供、生徒で は入 手困難 な資料等の

収集 について必要に応 じて支援 してい く。

ウ 研究発表

(ア)発 表原稿 の作成 と発表方法の指導を行 う。

(イ)デ ータ等 は図や グラフ、写真等 を用 いて相 手にわか りやす く伝 える工夫 をす る。

(ウ)発 表には、OHPや パ ソコン等 を活用す る。

(エ)可 能な限 り、時間を調整 して共同で発表会を行 い、研究成果や課題 を確認す る。
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② 共同研究の実際

ア 課題

産業廃棄物 の有効利用 一おか らを用 いた作品開発 一

イ 課題設定の理由

実際 に身近な産業廃棄物の リサイ クル作 品を共同製作す るとい う体験 を通 じて、農業 、

工業、商業の役割や意義 を理解す る。 また、 自分 たちの取 り組 みを見直 した りま とめた り

す ることに よって、研 究課題 への理解 を深 めるとともに、他の専門分野の相手 と交流す る

ことで表現力や コミュニケー ション能力を育成す る。 さらに、お互 いに理解 し合 うことに

よって、人間関係 を形成す る力 も育成す る。

今回、題材 として取 り上げた 「おか ら」は、栄養価 も高 く、かつては家庭 の価値 ある重

要食材で あった。 しか し、食生活の変化 に伴い、次第 に家畜飼料 として利用 され るよ うに

な り、現在では産業廃棄物 として位置付 け られている。

そ こで、農業高校では食材 としての有効利用を考 え食 品の開発 を行 う。 また、工業高校

では 「ものづ くり」の専門知識を生か し、おか らを用いた リサイクル作品の開発 を行 う。

さらに商業高校 においては、マー ケテ ィングの専門知識 を生か し、開発 した作品の広告活

動及び販売活動 を行 う。

ウ 内容

(ア)農 業高校 において、おか らを利用 した食 品を研究 ・開発 ・製作、販 売す る。

(イ)工 業高校 において、おか らを利用 したパ ッケージを研 究 ・開発 ・製作す る。

(ウ)商 業高校 において、パ ッケー ジデザイ ン及びネー ミングを考案 し、完成 した作品に

ついて広告活動、販売活動(文 化祭等 における)を 行 う。 また、販 売実績の統計、顧

客か らの意見の収集 ・分析結果等 を、農業 高校及び工業高校ヘ フィー ドバ ックす る。

工 学習指導案

(ア)指 導案作成の必要性

課題研 究は、生徒 が主体的に学習を行 うものであるが、農業高校 ・工業高校 ・商業高

校 の連携 に よる作品製作 においては、その趣 旨及び意義 の理解 、知識や情報の共有、作

業過程における相互の連絡 ・調整等 の面で、教員の指導が必要 とな る。

しか し、ここでの指導は、必要最小 限に とどめることに留意す る。

(イ)教 材

a農 業高校 一農業基礎 、食品製造 、食品化学、食 品流通、応用微 生物 の教科書等

b工 業高校 一工業化学実習1、 工業化学、化学工学の教科書等

c商 業高校 一マー ケテ ィング、流通経済、商業法規、商業デザインの教科書等

(ウ)指 導のね らい

a共 通

(a)社 会的分業の意義を理解 させ る。

(b)専 門高校間の意見交換 を通 じて作品を改 良 し、さらに向上 させ てい くことの重

要性 を理解 させ る。
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b農 業高校 ・工業高校

(a)製 品開発、製造計画、製品製造の概要を説明 し、理解 させ る。

(b)作 品開発 に対 して、計画性、創造性 と独創性 を持 って、主体的 に取 り組む態度

を育成す る。

c商 業高校

(a)前 年度 までにマー ケテ ィングを履修 していない生徒 を想定 して、商品計画、広

告活動、販売活動の概要を説明 し、理解 させ る。

(b)リ サイクル、 自然環境保護 とい うコンセプ トを、デザイ ンやネー ミングに反映

させ るとい う課題 に対 して、独創性 を持って主体的 に取 り組む態度 を育成す る。

(c)同 様 のコンセプ トを広告活動にも反映 させ るとい う課題 に対 して、独創性 を持

って主体的 に取 り組む態度 を育成す る。

(d)販 売活動 を体験 し、その結果 を農業高校及び工業高校 ヘフィー ドバ ック し、作

品の改良に生か してい くことの重要性 を理解 させ る。

(エ)指 導の流れ

月 時 学習活動(農 業 ・工業) 学習活動(商 業) 指導上の留意点

z
・作 品 開 発 、製 作 方 ・作 品 開発 、広 告 活 ・要点 にっいて具体例 を示

● 法を検討 し、活動 動、販売活動 の概 しなが ら解説す る

2 計画 を立てる 要ついて理解す る ・他校 との共同作業であ る

ことを十分認識 させ る
・自ら立案 した活動 ・製 品 開発 、広 告 活 ・文化祭までの時間管理を

3 計画を実行する 動、販売活動の三 生徒 に計画 させ る
● ・試作品 を製作 して つのグループを作 ・生徒の活動計画 が能力や

4 商業高校に検討を り、活動計画を立 適性 において無理のない

9

吃

依 頼 す る て る よ うに配慮す る
・試作品の製作工程 ・自ら立案 した活動 ・生徒主体の学習活動 を展

をまとめ、再検討 計画を実行する 開 しなが ら、必要な支援

5
す る ・完成 した試作 品を (知識 や 情報 の提供 、資

唇
も とにパ ッケー ジ 料収集、器具 ・装置の準

6
デ ザ イ ン、 ネー ミ 備等)を 行 う
ングを考 え、農業

高校 ・工業高校 に

回答する
・商業高校 か らの回 ・広告方法等を選択 ・生徒の学習活動が 自然環

7
答 を受け、必要な し、必 要 な もの を 境保護 と リサイ クルの観

● 部分の改良を行う 作成する 点か ら逸脱す るよ うな場

8
・再 び 、 改 良 した試 合 は、適切 に指示す る

作品を商業高校へ
10 送 る
9 ・販売用の作品を製 ・接 客マ ナ ー等 を習 ・他校 との連絡 を密に取る

● 作 し、文化祭の準 得する 必要性を理解させる
10 備 を行 う
11 ・文化祭での諸活動 ・他校 との共同作業である

6 の準備 を行 う こ とを改めて生徒 に十分

IZ 理解 させ る

文 ・農 業高校 、工業高校 、商業高校 の連携 に ・他校の生徒 との協調性 の

化 よる販 売活動 を行 う 育成に配慮する
祭

11
13 ・各活動 の成果 をま とめる ・活動成果のま とめが客観

● ・各学校 に対す る活動成果 の報告 書を作成 的 な資料 になるよ う指導
14 す る す る
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(5)評 価 の観点(農 業高校 ・工業高校 ・商業高校共通)

① 調査、研究、実験及び作品製作

テーマの設定、計画 ・実行 ・評価 、資料の収集 ・分析、専門知識の応用、研究成果のま と

め(新 しい知識 ・技能の習得 、知識 ・技能の統合、客観的な資料 の作成)、 研究発表につい

て、 「関心 ・意欲 ・態度」、 「思考 ・判断1、 「技能 ・表現」、 「知識 ・理解 」の観 点か ら

評価する。

なお具体的 には、次の表の基準にっいて項 目を細分化 し、採点表やチ ェック リス ト等を利

用す る方法等が考え られ る。

関心 ・意欲 ・態 度

ア 個人 または グループのテーマ の設定が、 自分の関心に したが

って適切に行 えたか

計画 ・実行 ・評価が主体的にできたか

資料の収集 ・分析 ・作品製作 が意欲的に行えたか

研 究の過程 において、 これまで学ん だ専門知識 を生 かす努力

を したか

研究成果のま とめに工夫がな されているか

研 究発表 に積極的に取 り組 んだか

ア 個 人またはグループのテーマに沿 って、様 々な角度 か ら課題

を考察 し、検証す ることがで きたか

考察 ・検証 の結果 に、他人の意見を取 り入れ る等 、視 野を広

げ る工夫がなされたか

ア 調査結果や収集 した資料 を効果的に利用 したか

イ これまで学んで きた専門的 な知識 を研 究に生かす ことがで き

たか

研 究成果の要点 を明確 にま とめることができたか

研究発表は明快に行 えたか

研究 の過程において、新 しい知識や情報 を得 るこ とができた

これ まで学んだ知識や技能が深化、向上 したか

新 しい知識や情報が、 これ までに学んだ知識等 に統合 された
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② 学科間連携 における共同研究

農業高校 ・工業高校 ・商業 高校の連携であることを踏まえ、 「調査、研究、実験 」の評価

の観点に加 えて、社会的分業 の理解 と共同研究の意義 の理解 、他教科 の専門知識 の習得 、作

業 中の協調性や創 意工夫、学校間の人的交流にっいて、 「関心 ・意欲 ・態度」、 「思考 ・判

断」 「技能 ・表現」、 「知識 ・理解」の観点か ら評価す る。

関 心 ・意欲 ・態 度

知識 ・理解

ア 農業 ・工業 ・商業の共 同研究 の 目的や方法 に関心 を持 ち、意

欲的に参加す ることがで きたか

他学科の専門知識 を意欲的 に習得 し、 自己の作業 に生かす よ

う努 めたか

自校の仲間や他校 の生徒 と協調 して、共同作業が行 えたか

作品製作では関心を持 ち、意欲的 に開発 ・製作す るこ とがで

きたか

共通テーマに したがって、創意工夫がな されたか

他学科 の知識や技能を効果的に利用 したか

計画に したがって、作 品を製作す ることがで きたか

ア 他学科 との情報交換が うまくできたか

イ 他学科 と協力 して、文化祭の発表が円滑に行 えたか

ウ 各作 業を通 じて得 られた知識や技能 を、わか りやす くま とめ

て他学科 の生徒 に伝達できたか

器具 ・装置を適切 に選択 し、使 うことができたか

ア 共 同研 究の体験 を通 じて、農 業 ・工業 ・商業の社会的分業の

意味 を理解 したか

社会的分業における工業 の役割 を体験的に理解 したか

共 通テーマ の枠組み の中で、他科の専門知識 を習得 し、所属

学科の専門知識 と統合す るこ とができたか

ものづ く りの重要性 を理解 し、今後の学習に生かす こ とが で

きるか
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3授 業実践報告一農業 一

ここでは、農業高校 にお ける授業の実践 を報告す る。

(1)第 一回の授業

① 日時

平成13年9月26日(水)3～4時 限

② 内容

おか らの水分 を減少 させて、その利用性 と保存性 を増加 させ る。また、ボ ソボ ソとした食

感 を改善す るために粉砕す る。

③ 展開方法

一般的には
、おか らを電子 レンジで加熱 して水分 を飛 ば していたが、よ り簡便な方法 とし

て、オーブンを利用 してい くっかの温度 ・時間を設定 し、加熱 して乾燥 させ る。

さらに、粒子の粗 さを解決するため、 ミルに よって粉砕 し、パ ウダー状 にす る。

④ 評価 の観点か ら見た生徒の反応等

評価の観点 生徒の反応等

関心 ・意欲 ・態度

・おか らの再利用 に関 して、関心を強 く持 ち、実際 に乾燥や粉砕 に

積極 的に取 り組ん でいた

・通常見るおか らと、乾燥 させたおか らの体積 の違 いか ら、含 まれ

ている水分の多 さに驚 いていた

思考 ・判断
・乾燥方法について、 自分たちで温度や時間を設定 し、様 々な条件

で取 り組む思考や判断が見 られ た

技能 ・表現

・粉砕 について、最初は 目の粗いふ るいを使って、均一な粒子 を集

めていた

・粒子が大 きいため、す り鉢 を利用 して細粉化 を試みた ところ、時

間 と労力がかか るため、最 終的には ミル を利用 し粉砕 した

・ま とめ として、各温度 による時間 と乾燥重量の関係 をグラフによ

って表 し、適正な温度 と乾燥時間 を割 り出 した

知識 ・理解

・おか らを乾燥 させ るにあた り、加熱温度 と時間の 関係 に よって、

乾燥の違いを理解 した

・おか らを乾燥 させ るこ とによ り、保存性が増す ことを理解 した

⑤ 作 品 に つ い ての 製 作 条件 等

ア 方 法

加 熱 温度 を110℃ 、130℃ 、150℃ の各 温 度 に設 定 したオ ー ブ ンにお か らを入 れ て 、'5分

～35分 間 乾燥 させ 、 そ の重 量 を計 る。

イ 結 果

グ ラ フ化 す る こ とで 、次 の こ とが わ か った。

(ア)llO℃ で40分 間 乾燥 させ て も、水 分 は残 って い る。

(イ)130℃ で30分 間 乾燥 させ る と、 ほぼ水 分 が 蒸発 した。

(ウ)150℃ で25分 間 乾燥 させ る と、水 分 は蒸 発 したが 、少 し黄 色 く焼 き色 がつ い た。
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◇ おか らの乾 燥(お か らの 下 処理)◇

0オ ー ブ ンシー トを敷 い た天 板 にお か

らを薄 く敷 き 、 オー ブ ンで 乾燥 させ

る(130℃ 、30分)。

②1分 間 コー ヒー ミル に か け粉砕 す る。

③ 粉 用 のふ るい に とお す。

オー ブンで乾燥中のおか ら

。蓬

'＼
鯉 竺〆

雌 麗囲
乾燥 後 に粉砕 した おか ら

ウ ま とめ

上記 の結 果 か ら、130℃ で30分 間オ ー ブ ンに入 れ て乾 燥 させ る方法 で行 う。 ま た 、 オー

ブ ンで 乾燥 させ た だ け で は粒 子 が粗 い た め、 さ らに コー ヒー ミル で1分 間 粉砕 す る。
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⑥ 生徒 の感想

○電子 レンジでは、完全に水分を飛ばす ことができなかった し、何回 も電子 レンジで加

熱 し、か き混ぜ る作業を繰 り返 してい

たので、大変だった。

○オー ブンを使 うと、大量 に手間もかか

らず 、完全に水分 を除去 できるので楽

だ。

○ ミル を使 うことで、本 当になめ らかな

パ ウダー状になったので、小麦粉 と混

ぜやすい。

○ このおか らパ ウダーな ら、小麦粉 を入

れな くて も、おい しくク ッキーやパ ウ

ン ドケーキが作れ る可能性がある。

(2)第 二回の授業

① 日時

平成13年10月10日(水)3～4時 限

② 内容

/。

拶麟
、 評

コー ヒー ミル に よ る粉砕

できる限 りおか らを多 く含むパ ウン ドケー キとク ッキーの製作を試み る。

③ 展開方法

おか らの原料配分 をい くつか設 定 し、製作 を試 みる。 また作品の評価 を行 い、配合割合を

比較 し、検討す る

④ 評価 の観点 か ら見た生徒の反応等

評価の観点 生徒の反応等

関心 ・意欲 ・態 度

・おか らの再利用に強 く関心を持ち、実際に健康的なお菓子 の製作

に積極 的に取 り組 んだ

・おか らを原料 として製作す ることによって、で き上が り具合が予

想以上にきれいに美味 しくで きた

思考 ・判断
・おか らの配合につ いて、 自分たちで割合 を設定 し、取 り組む思考

や判断が見 られ た

技能 ・表現

・クッキーづ く りに際 しては、 当初は生地 をス ライス して成形を試

みたが、おか ら入 りの生地のためボ ロボロと崩れやす く、 うま く

いかなか ったので、型抜 きに より成形 を行った

・試食後 にアンケー ト調査 を行 い、好ま しい配合割合 と製品の製作

方法を決定 し、乾燥及び粉砕 したおか らを用いたこ とに よって、

生地のきめが細か くなった

知識 ・理解

・製 作方法につ いて、原料の配合割合が重要であることを理解 した

・商業高校 で試作品のネー ミングが考案 され るこ とによって、作品

開発が共同で行われ ることの意義を理解 した
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⑤ 作 品 につ い て の製 作 条件 等

ア 方 法

粉 に対 す るお か らの割 合 を30%、50%、70%の3種 類 で試 作 した。

イ 結 果

(ア)30%で は 、通 常 の ク ッキ ーや パ ゥン ドケー キ と同様 に製 作 で きた が 、 お か ら入 りを

ア ピー ルす る には物 足 りな か った。

(イ)50%で は 、風 味 の よい ク ッキー 、パ ウン ドケー キ がで きた。

(ウ)70%で は 、 ク ッキー の 場合 はボ ロボ ロと して成 形 が 困難 で あ った 。 また 、パ ウン ド

ケー キ は焼 き上 が り後 、 大 変崩 れや す く、食 感 がボ ソボ ソ と して いた 。

ウ ま とめ

上記 の結 果 か ら、お か らの割合 を50%で 試 作 す る こ とにす る。

〔原 料 配合 〕 〔原 料配 合 〕

・お か ら100g・ お か ら50g

・小 麦 粉100g・ 小 麦 粉50g

・砂 糖609・ 砂 糖809

・バ ター100g・ バ ター100g

。 夢「120g・ 夢1引100g

・べ 一 キ ン グパ ウダー2g・ べ一 キ ン グパ ウダー1g

・ラム酒5～10cc

おか ら入 りクッキーの製造方法

〔製作 工程〕

源 料計量1

/
・材料を計 っておき、粉類 はふ

るいに とお してお く

圖
・バ ターをク リーム状 になるま

で泡立 て器 で練 る

・砂糖 を2～3回 に分けて加 え

白っぼ くなるまで混ぜ る

・全卵 を溶 き少 しずつ混ぜ る

・粉類 を入れ さっ くりと混ぜ る

幽 こ流し込圏

/
・敷 き紙 を敷いた型 に生地 を八

分 目程度流 し込む

團
!
・天板 に のせ 、1700Cに 暖 め たオ

ー ブ ン で、 約40～45分 間焼 く

圖

おか ら入 りパ ウン ドケーキの製造方法
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⑥ 生徒の感想

○乾燥 したお か らを50%添 加 した配合で、美味 しく試作品ができてよかった(生 のおか ら

に換算す る と、パ ウン ドケーキ1本 の中に250gの おか らが入っている)。

○食物繊維が豊富なので、 とっても健康的なおやつになる と思 う。
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おか ら入 りクッキー おか ら入 りパウン ドケーキ

(3)第 三回の授業

① 日時

平成13年10月24日(水)3～4時 限

② 内容

商業高校 か らの試作品に対する意見や感想 をもとに、試作品の改 良を行 う。

③ 展開方法

おか らを主原料 に したク ッキーの食感 がやや劣 る点 を改良す るために、 ココア風味 をつけ

て製作す る。

④ 評価の観 点か ら見た生徒の反応等

評価の観点 生徒の反応等

関心 ・意欲 ・態 度

・商業高校か らの意見や感想 をもとに、試作品の改良に意欲的に取

り組んだ

・よ り多 くの人に好 まれ る作品の製作 を目的 として努力 した

思考 ・判断
・風味 を良 くするために、前回の配合割合 にココアを加 えることを

考 えた

技能 ・表現

・食 感 を改 良す るた め、型 抜 きか ら手 で 押 しつ ぶ して 自然 な形 に成

形 し、 そ の こ とに よ りサ ク ッと した 食感 が得 られ た

・ココア 味 の ク ッキー を製 作す る こ とに よ り、味 の バ リエ ー シ ョン

を増 や した

知 識 ・理 解
・他校 との意見交換 をするこ とによって、 より良い作品づ くりがで

きることを理解 した

⑤ 生 徒 の感 想

0コ コア を原 料 に加 えた こ とに よ り、風 味 が よ くなっ た。

○ コ コア味 にす る こ とで 、 お か らの粒 子 が ナ ッツの よ うな 感 じが して 、 美 味 しく感 じた。

○ 型 抜 き か ら、 手で押 しっ ぶ して成 形 す る こ とに よ り、サ クサ ク感 が 増 した。
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4授 業実践報告 一工業一

年間 計画の中にある作品製作の学習指導案に基づいて、課題研究 「おか らを使 った和紙 の製

作]の 授業で実践 した ものを報告す る。 なお、生徒数は7名 である。

(1)第 一回の授業

① 日時

平成13年10月9日(火)5～6時 限

② 内容

おか らを原料 に利用 した和紙 を製作 させ 、作品に対す る意 見や感想 、改 良点等 を求めて、

それ らを商品化す る際の製造方法を考案 させ る(製 品計画)。 なお、製作方法 を考案 させ る

にあた っては、その理 由を明記 させ る。

③ 展開方法

ア 原料お よび原料配分の異なった和紙 を製作す る。和紙 に対する質問事項 を載せ たプ リ

ン トを作成 し、配布す る。

イ 農 業高校の教員が作成 した資料 に基づ き、おか らについての概 要を説明す る。おか ら

につ いて知識のある生徒 を挙手で確認す る(実 際には、7名 中3～4名 の生徒 が何 らか

の知識 を持 っていることがわかった)。

ウ 原料配分の異なる和紙 にっいて、プ リン トの質問事項 に回答 させ る。 この時、生徒か

ら教員の感想 を求 められ ることが予想 され るが、予断を排除す るためにプ リン トの回答

が完了 してか ら申 し述べ る。

④ 評価の観点か ら見た生徒 の反応等

評価の観点 生徒の反応等

関 心 ・意欲 ・態 度

・最初 はあま り関心を示 さない生徒 もいたが、実際 に自分で和紙 を

製作 した ところ、生徒全員が関心を示 し、積極的 に作業に取 り組

んでいた

・実際に農 業高校 ・商業高校 の生徒 と一緒に授業 を受 けてみたい と

い う感想 を述べ る生徒 もいた

思考 ・判断

・製作については、使用す る装置 ・器具の選択 を して、製作手順及

び原料の選択 と配分 についての考案 と、その理 由付け を行 う作業

について、様々な角度か らアブmチ する思考過程が見て取れた

・例 えば、強度(弾 力性)が 低いので、 「おか ら」だけでな く トウ

モ ロコシの皮 を補強剤 として加え、澱粉 の りとで和紙 を製作 した

・6種 類の原料配分の異なる和紙を考案 ・製作す ることによって、

最 も適 した原料配分 を考えさせた

技 能 ・表 現

・製 作手順 の理解 と装置、器具の使用方法を習得 した

・同 じ製作条件でも、個人に}っ て製作時 間やで き具合に差 が表れ

た

・2時 間の中で、考案か ら製作に至るまでの作業 を行 わなければな

らなかったため、でき具合や能力、独創性 の差が見受け られた
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・製作方法や原料の選択、原料配分の決定等の重要性 が知識 として

理解 した ことがわかった

・プ リン トの回答事項を分析す る と、おか らについての知識(例 え

ば、産業廃棄物 と して取 り扱 われ るが、栄養価 は高い)が 生徒 に

定着 した ことがわかった

・製品開発が農業、工業、商業の分業で行 われ ることを理解 した

⑤ 作品につ いての製作条件等

今回は、葉書1枚 のサイ ズか ら4枚 のパ ッケージを製作 した。

ア 使用装置 ・器 具

ミキサー 、乾燥機 、和紙製作 キ ッ ト、 ドライヤー、アイロン、電子天秤 、ガーゼ、ガ ラ

ス器具等 、事務用品等

イ 原料

おか ら、 トウモ ロコシの皮、木工用ボン ド

ウ 原料配分

おか ら15g(未 乾燥状態)、 トウモ ロコシの皮10g(未 乾燥状態 で3～5mmの 幅に裁断

した もの)、 木工用ボ ン ド5g(紙 す きの都合上、水 を500ml加 える)

(2)第 二回の授業

① 日時

平成13年10月16日(火)5～6時 限

② 内容

農業高校 と商業高校 か らの和紙 にっいての意見 ・感想等を聞 き、改良を行 う。 改良方法 と

材料の選択 を考案 し、改良を した和紙 を製作す る。

③ 展開方法

ア

イ

ウ

エ

和紙の補強方法 を、内部的な補強 と外部的な補強の両面か ら考え させ る。

和紙の手触 りの改良方法 を考え させ る。

製作方法 と改良材料 を考えさせ て、材料 の選択を させ る。

改 良を した和紙 を製作す る。

④ 評価の観点から見た生徒の反応等

・製作条件 を変 えることで、作品のでき具合が変化す ることがわか

り、関心 を示す生徒が多かった

・各 自が和紙の製作条件 等を変 えられ るので、意欲 的に条件 を変え

て取 り組む生徒 が多かった

・作品 を見て、触れ ることで、でき上が りの違い を知 るこ とがで き

た
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思 考 ・判断

・和紙 の改 良 につ い て は、使 用す る装 置 、器 具 の選 択 を して 、 製作

手順 及 び原 料 の選 択 と配 分 につ い て の考 案 と、 そ の理 由付 け を行

う作 業 に つ いて 、様 々な 角度 か らア プ ロー チす る思 考 過程 が 見 て

取れ た

・例 え ば、 裏側 の 手触 りが 悪 い ので補 強 を兼 ね 、 裏側 に木 工 用 ボ ン

ド(酢 酸 ビニ ルポ リマ ー)で コーテ ィン グ して 、強 度 の 向 上 と 手

触 りを良 く した

技 能 ・表現

・前回の和紙の製作の他に、裏面の コーテ ィングを木 工用ボン ドで

行 うための装置 と器具の使 用方法を修得 した

・2時 間 とい う短い時間の中で、考案か ら製作 に至 るまでの作業を

行わなければな らなかったため、無駄な く時間 を使 うための工夫

や独創性 が見受け られた

知 識 ・理 解

・農業高校 と商業高校か らの和紙にっいての意見や感想 を聞き、改

良を行 った

・裏側の手触 りの改良及び強度の向上を実現できたことで、よ り良

い和紙を製作す るための知識 を身に付 けて、改 良の重要性 を理解

した

⑤ 作 品 につ い て の製 作 条件 等

ア 使 用 装 置 ・器 具 、原 料 は前回 と同様 で あ る。

イ 原 料 配 分

お か ら15g(未 乾 燥状 態)、 トウモ ロ コシの 皮10g(未 乾燥 状 態 で3～5mmの 幅 に裁 断

した もの)、 木 工用 ボ ン ド10g(和 紙 製作 用5g+裏 面 コーテ ィン グ用5g、 紙 す きの都

合 上、 水 を500m1加 える)

い

黛

義

阿

筏

(左 ア イロンで乾燥する、中央.和 紙をす く、右.ミ キサーで原料を混合 して砕 く)

和 紙 の 製 作 工 程
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5授 業実践報告 一商業一

年間計画の中にある作品製作の学習指導案に基づいて、科 目 「マーケテ ィング」の授業で実

践 した ものを報告する。なお選択科 目のため、生徒数は20名 である。

(1)第 一回の授業

① 日時

平成13年10A20q(土)4時 限

② 内容

農業高校 で完成済みのおか らを原料 に利用 した クッキー とパ ウン ドケーキを試食 させ て、

作品に対す る意 見や感想 を求 め(市 場調査)、 さらにそれ らを商品化す る際の商品名を 考案

させ る(製 品計画)。

なお、商品名 を考案 させ るに当たっては、その理 由を明記 させ る。

③ 展開方法

ア 質問事項 を載せ たプ リン トを作成 し、配布す る。

イ 農 業高校 の教員 が作成 した資料 に基づ き、おか らにつ いての概要 を説 明す る。 おか ら

について知識のある生徒 を挙 手で確認す る(実 際には、20名 中3～4・ 名の生徒が何 らか

の知識 を持 っていることがわかった)。

ウ クッキー、ケーキの順に試食 させ 、プ リン トの質問事項に回答 させ る。 この時、生徒

か ら教員の感想 を求 められ ることが予想 され るが、予断を排除す るためにプ リン トの回

答が完 了 してか ら申 し述べ る。

④ 評価の観点か ら見た生徒 の反応等

評価の観点 生徒の反応等

関 心 ・意 欲 ・態度

・2名 の生徒が授業内容 に全 く関心 を示 さなかったが 、他の生徒 に

ついては積極的 に作業に取 り組 んでいた

・実際に農業高校の生徒 と一緒 に授業を受 けてみたい とい う感想 を

述べる生徒が数名いた

思考 ・判断

・商品名の考案 とその理 由付けを行 う作業 について、様々な角度 か

らアプローチす る思考過程が見て取れ た

・例えば、 「おか ら」 とい う名称その ものを商品名 に使 った り、お

か らの栄養価か ら想起 され る事柄を商品名 に反映す ること等が あ

げ られ る

・商品名 を付 けることの難 しさを実感 しなが ら作業す る生徒 、自由

な発想 ・思い付 きで作業する生徒、辞書等を利用 して商品名 を考

案す る生徒等、様 々な工夫が見られ た

知識 ・理 解

・プ リン トの回答事項 を分析す ると、おか らにっいての知識(例 え

ば、産業廃棄物 として取 り扱われ るが、栄養価は高い)が 生徒に

定着 した ことがわかった

・製品開発が農業 、工業、商業の分業で行われ ることを理解 した
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質問事項の回答

(2)第 二回の授 業

① 日時

平成13年10月22日(月)2時 限

② 内容

おか らのク ソキー、パ ウン ドケーキを商品化す ることを想 定 して、パ ソケー ジデザインを

考案す る。

③ 展開方法

ア 画用紙、マ ジック等の画材 を教員が用意す る(生 徒の独創性 を生かす ため、あえて コ

ン ピュータやデ ィジタル カメラ等は使用 させない)。

イ デザインのセオ リーについては 一一切説明せず、 自由に描画 させ る。

④ 評価 の観点か ら見た生徒の反応等

評価の観点 生徒の反応等

関 心 ・意欲 ・態度

・商品名 を付ける作業 と異な り、絵 を描 くのが好 きであった り得意

とする生徒 と、嫌いであった り苦手 とす る生徒 との間 には、その

積極性 にば らつ きがあった

・全 く手を付 けない生徒、意欲 はあるがアイデ ィアが思い浮かばず

に描 画で きない生徒等が数名いた

・コン ピュータを使って、手の込んだ作画を したい と申 し出 る生徒

や 、独 自にキャラクタを考案す る生徒等 、前向きに取 り組 む生徒

もいた

技 能 ・表現

・前回の授業の終わ りに、デザインを考えてお くよ う指示は出 して

いたものの、1時 間 とい う短 い時間の中で、考案 か ら作図に至る

までの作業を行わなければな らなかったため、工夫や独創性 は見

受 け られ るが、それ を表現 しきれない生徒がいた

知識 ・理 解

・パ ソケージデザインの難 しLを 実感 できた よ うである

・実際 の商品開発では、デザインを採 用す るまでに幾通 りもの試作

品を作 り、長い時間をかけて加工や 手直 しを して完成する とい う

プロセスを理解 した
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⑤ 商 品 開発 実 習 ま とめ(一 部抜 粋)

こ こで は 、 ア ンケー トに記 入 され た主 な意 見 ・感 想 を掲載 す る。 なお 、 対象 の生 徒 は2年

生 で 、a～9は 男 子 生徒 、h～qは 女 子 生徒 を示す 。

ア お か らを使 っ た ク ッキー

(ア)味 や 食 感 な ど、食 べ た感 想 は ど うです か?

味 は 全 然 普 通 の ク ッ キー と変 わ らな い け ど、 食感 が ボ ソボ ソ して い て 、食 べ 終

わ った 後 、 口の 中にザ ラザ ラ と した もの が残 っ て しま う。

味 は甘 さ控 え め とい う感 じが した。 お か ら とい って もあ ま りお か ら 自体 の 味 は

しな か った。 どこで も売 っ て る ク ッキー み た い な 味 が した。 後 味 が強 く残 る。

(食感)水 分 が 少 な い ので 歯 に くっつ く。

お い しい。 よ く缶 に入 って い る ク ッキー な どで食 べ た こ との あ る味。 全 然 オ カ

ラ とい う感 じが しな い。

にお い が ち ょっ といや 。 で も味 はお い しい。 少 し堅 い感 じ。

あ ま り甘 くな くて 、後 味 もす っ き り して い て好 き。 お か らの 味 は全 然 わ か らな

い。 普 通 の ク ッキー と同 じよ うな味 が した。

(イ)こ の ク ッキー を商 品化 す るに あた っ て 工夫 や 改善 した ら良い 点 を あ げて くだ さい。

も う少 し甘み を 出 した方 が 良い と思 う。 ボ ソボ ソす る食 感 を ど うに か した 方 が

い い と,思う。

食 べ る とき に ク リー ムや トッ ピン グ(ア ー モ ン ド、 チ ョコ レー トな ど)を つ け

る。

自分 に とっ て は甘 さが ち ょ う ど良か った の で い い と思 う。 けれ ど この ボ ソボ ソ

した食 感 をな お した らい い と思 う。

も うち ょ っ と甘 い 方 が い い と思 う。 紅 茶 の 味 とか チ ョコ レー トの 味 は いか が で

しよ うか。

イ ンパ ク トの あ る名 前 をっ け る。 普 通 の ク ッキー よ り安 く売 る。

(ウ)こ の ク ッキー の商 品名(ネ ー ミング)を つ けて くだ さい。

商品名 その名前を考案 した理 由

a 元 気 ク ッキー 栄養価 が高いか ら。

b
お か ク ッキー や っぱ りおか らを原材料 に してい るのだ か らこ

うい う名前がいいと思 う。

f
オカ ラくっき一

～オカラは 日本 の救世主?

変 にか え ない で 、そ の ま まで 。

h
ビ ック リク ッキー 普 通 に食 べ るお か らの 味 は 全 く しな い し、 お い

しい し、 ビ ック リだ よ。

i
お か らん(ま たは 、お か ラン

ラ ン)

かわいいイメージだか ら。 おか らを食れ ば体に

いい。子 どもか らお年寄 りまで ランラン気分。

J
タ ン食 カ ッキー タ ンパ ク質 、食 物 繊 維 、 カル シ ウム を多 く含 ん

でい るク ッキー だ か ら。
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1 栄養満点@お かっき～ 健 康 が～ 番。

m
い っ ぱん ク ッキー

(ま た は、 お か ら くん)

一 般 的 な形
、 一 般 的 なお い し さ とい うの が 大 事

だ と思 うか ら。

n
makeaplayfor 日本 語 で 「引 き寄 せ る」 とい う意 味 で この ク ソ

キー に あ うと思 った。

P
地球に優 しいヘル シーク ッキ

ー

地球に優 しい=お か らの有効利 用。

ヘルシー=お か らは栄養価が高い。

イ おか らを使 ったケーキ

(ア)味 や食感な ど、食べた感想 は どうですか。

(味)決 してまず くない。甘 さもち ょうどよい。食べやすい味。

(食感)口 に入れ た ときす ぐに形が崩れた。後味が残 ってよ くない。水分 がほ

しくなる。

おい しいけれ どボ ソボ ソしていて食 べに くか った。 クッキー に比べ 口に残 らな

か った。

さっぱ りしていて食べやすか った。 甘 さもち ょうどよい と思った。 ただあま り

た くさん食べたいな とは思えない。冷や して食べ た らおい しい と思 う。

パサパサ しす ぎ。 クッキー と同 じで何が入ってい るか食 感でわか る。 味はおい

しいです。

味は さっぱ りしていておい しいけれ ど、パサパサ していての どが渇 く。ボ ロボ

ロ落 ちてす ご く食べづ らい。そのボロボ ロ感が 口に残 るのが嫌。

(イ)こ の クッキー を商品化す るにあたって工夫や改善 した ら良い点 をあげて くだ さい。

もう少 し水分 を増や した方がいい と思います。

い ろ い ろ な味 も作 れ そ う。 パ サパ サ す るの が 直せ な か っ た ら、 一 ロサ イ ズ に し

た 方 が よい。 お か らは 栄養 価 が 高 く成 長 期 に い い とか 、好 き嫌 い が多 くて栄 養

をあ ま りと らない 人 に もい い とか 、パ ッケ ー ジやCMな どで 宣伝 す る。

この ケ ー キ に メイ プル シ ロ ップ とか チ ョコ レー トとか をつ け て食 べ る とす ご く

お い しい よ うな気 がす る。 ケ ー キ を ス ポ ン ジの よ うに して シ ョー トケー キ な ど

を 作 る の もい い と思 う。

(ウ)こ の ケー キ の商 品名(ネ ー ミン グ)を つ け て くだ さい。

商品名 その名前 を考案 した理 由

b おか らでケーキ お か らで ケー キ を作 った か ら。

C きらず ぼ ろぼ ろ/て い るか ら。

d オ ー キ お か らとケー キを合 体 させ た。

e ヘ ル シーofオ カ ラ 栄 養 の バ ラ ン スが よい と思 っ て。
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f O十K お か らとケー キ の頭 文字 をた した。

1 ヘ ル キー ヘ ル シー とケー キ をあ わせ た もの。

J お か一 き お か らの ケー キ だか ら。

i 栄養満点@お か～き 健 康 が一 番 。 栄養 が あ る こ とを ア ピール 。

m ナイスなおか らU イ ンパ ク トが あ る と思 うか ら。

n
spreader ケー キを広 め る人 とい う意 味 で もい い し、協 力 し

て広 め る人 と とっ て もい い。

p
地球に優 しい体のためのおか

らケーキ

地球 に優 しい=お か らの有効利用。

体のため=健 康のため。

6ま とめ と今後の課題

今年度のテーマに沿 って、ひ とつの事例をあげ、それ についての具体的な指導案 を作成す る

にあた り、現段階にお いては、 『机上の空論』 で しかないのかも しれ ない。 しか し、 これ か ら

も専門高校がそれぞれ の生 き残 りをかけ、特色 を出 してい く状況の中で、 「課題研 究 とい う授

業は、農業高校 ・工業 高校 ・商業高校 それぞれ が連携 ・協力 し合い、特色あ る学校づ く りを展

開 してい くためには、必要不可欠 な授業であ ろう。」 と考 える。

今回の事例研究で行 われた ことが実際に取 り入れ られ 、今後の課題研究において 「農業高校

・工業高校 ・商業高校 の連携」が実現 され るよ うに、 これか らも継続 して研究 してい きたい と

考えてい る。

今後の課題 としては、各校 との連携 を図るにあたって生 じるであろ う問題点 と今後の展望 と

して、次のよ うに具体的にま とめ られ る。

(1)問 題点

① 春期 ・夏期 ・冬期の各休業中の活動は、 どのよ うに実施す るのか?

② 生徒引率につ いて、費用や方法 はど うす るのか?

③ 担 当者同士の連絡や打ち合わせ は、 どのよ うにす るのか?

④(連 携 を踏 まえての)テ ーマ設定の仕方 は、 どのよ うにす るのか?

なお 、問題点については、今後 も様々なこ とが考え られるであろ う。

(2)今 後の展望

今後は、本部会の研究員内で情報交換 を行い、そ こを中心 として次に学区 ごとの情報交換、

さらには全都的 に情 報交換 を行 い、農業高校 ・工業高校 ・商業高校の連携が取れ るよ うに進め

ていきたい。特 に、それぞれの学校で実施 されている発表会を学校単位 ではな く、連携 を取 り

合 い、共通 の発表会 とい う形で実現 したい と考えてい る。

また、 このよ うな連携 をイ ンターネ ッ ト環境の利用によって実施す ることも、今後 の大 きな

課題の一っ としてあげ られ る。

なお今回は、問題 を提起す るまでにとどめておき、その解決策 については、今後の更な る課

題 として検討 してい くこととしたい。
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おわ りに

教育研究員(農 業 ・工業 ・商業)部 会は、専門高校 にお ける共通 したテーマにっいて研 究す

ることになって二年 目を迎 えた。今年度は研究主題 と して 「新教育課程 における専門高校の教

育の在 り方」、副題 「課題研究 をとお して探 る」 と設定 し、研究 に取 り組んだ。

研 究の進 め方 として、最初 に専門高校を対象に 「課題研究」に対するアンケー トによる実態

調査 を行 った。 アンケー トの結果か ら、農業高校 ・工業高校 ・商業高校 に共通 した認識 として

「課題研究」が果た している役割 として得 られたこ とは、 「① 専門教科 の深化、② 問題解決能

力の育成、③興味 ・関心を高 め自主的に取 り組む姿勢や態度 を養 う」であった。 科 目 「課題研

究」は専門高校 において、各学科の学習の集大成 として大 きな役割 を果た してきた と言 える。

21世 紀 の教育のキー ワー ドは、 「生きる力」であると言われてい る。 「生 きる力」 とは、①

自分で課題 をみつけ、自ら学び 自ら考え、主体的に判断 し行動 し、 よりよ く問題 を解決す る能

力、② 自らを律 しつつ、他人 と協調 し、他人 を思 いや る心や、感動す る心など豊かな人間性 と

たくま しく生 きるための健康や体力 、である。

この 「生きるカ」を育てるために、横断的 ・総合的な指導 による豊かな学習活動の展 開の必

要性が求め られてい る。その中核 となるのが、新学習指導要領に示 されている 「総合的な学習

の時間」である。 「総合的な学習の時間」の中で得た知識や技能は、教科等 の学習で得たもの

とっなが り深め られ、変化や課題 に対応で きる 「生きる力」 を育んでい く。

専門高校では、この 「総合的な学習 の時間」の代替 えに、平成2年 度か ら実施 して きた 「課

題研 究」 を充てる予定の学校が多 く、そ の蓄積 ・構築 されたノウハ ウが生か され るで あろ う。

事例研究では農業高校 ・工業高校 ・商業高校が共同で、課題研 究の共通テーマについて、各

々の知識、技能 を発揮できる専門分野を分担 し、取 り組んだ。 「環境問題ユ、 「リサイ クル 」

とい うキー ワー ドか ら、豆腐製造過程の際 に捨 てられ てい る 「おか ら」 を使 った作品の考案化

に取 り組んだ。

農業高校ではおか らか らクッキーやケー キを作品 と して製 作す る、工業高校 ではおか らか ら

パ ッケー ジの素材 となる紙 を製作す る、商業高校ではパ ッケージのデザイ ン及びネー ミングの

考案、製品の広告 、原価計算及び利益計画 を行 う、 といった分業 を試み た。 このよ うに協力 し

て完成 したものを文化祭等で展示 ・発表す ることは、画期的な取 り組 みである。

一つの課題研 究を通 じて、農業高校 ・工業高校 ・商業高校の連携 による作品製作は、地域の

方々及び保護者 への 日頃の教育活動への理解 と、専門高校 のPRと して も非常に有効である。

また、我 々教員のみ な らず生徒に も新鮮 なインパク トを与えた と思われ 、 この事例研 究は大変

有意義なもので あった。

この報告書が、今後 さらに各学校 において創意工夫 され、 「横断的、総合的 に学校 間の連携

を密にす る」、 「生徒が興味 ・関心を広げる」 きっかけとな り、専門高校 の活性化 の一助 にな

れ ば幸いである。

最後に、研究報告書を作成す るにあた り、アンケー ト調査 に御協力いただいた関係者 の方 々

に対 し、厚 く御礼 を申 し上げます。
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